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ABSTRAK 
Awang IvanJaya, “Pengaruh Penggunaan Model Pembelajaran Cooperative  
Learning Tipe Jigsaw Dalam Pelajaran Membaca Pemahaman Bahasa 
Jepang Siswa SMAN 75 JAKARTA”. Skripsi Jakarta : Fakultas Bahasa dan 
Seni. Universitas Negeri Jakarta. Desember. 2015. 
Membaca pemahaman merupakan salah satu cabang mata pelajaran 
Bahasa Jepang yang dipelajari di SMAN 75 Jakarta. Dalam pembelajarannya 
siswa tidak hanya sekedar membaca saja, akan tetapi diminta pula untuk 
memahami dan mencerna isi yang terkandung dari bacaan yang diberikan. 
Serta salah satu tujuan di akhir pembelajaran siswa dapat membuat 
rangkuman cerita dengan Bahasa mereka sendiri. Hal tersebut dapat 
mempermudah mereka untuk memahami isi wacana secara keseluruhan.  
Penelitian ini menggunakan penelitian Kuantitatif Eksperimen Murni 
dengan menggunakan desain penelitian berupa Pretest Posttest Only Control 
Design yang menggunakan 2 kelas yang berbeda yaitu kelas kelas Eksperimen 
XII MIA 2 dan kelas Kontrol XII MIA 3. Penelitian berlangsung selama 4 kali 
pertemuan selama 2 minggu. Dengan menggunakan Treatmen berupa Model 
Pembelajaran Cooperative Learning tipe Jigsaw. Disisi lain kelas kontrol 
sebagai perbandingan kelas yang tidak diberikan perlakuan diajarkan hal yang 
sama tetapi dengan metode pengajaran yang berbeda yaitu menggunakan 
model pembelajaran Drill. 
Setelah dilakukan perhitungan Statistik terhadap hasil Pretest dan 
Posttest siswa kelas XII MIA 2 dan XII MIA 3 SMAN 75 Jakarta terhadap 
sebelum pemberian dan sesudah diberikanya treatment maka, dapat diketahui 
pemberian treatment Model Pembelajaran Cooperative Learning tipe Jigsaw 
dapat dikatakan tidak efektif. Hal ini terbukti dari hasil hitung statistik yang 
menunjukan thitung  ≤  ttabel dimana nilai thitung menempati nilai 0.7 sedangkan 
nilai ttabel 0.05 menempati nilai 2.021. 
 
Kata Kunci : Pengaruh, Pembelajaran Membaca Pemahaman, 
Cooperative Learning tipe Jigsaw 
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ABSTRACT 
 
 
Awang Ivan Jaya, “Influence of Cooperative Learning Model Usage of Jigsaw Type 
Learning in Japanese Language Comprehension Reading Subject of Students of 
SMAN 75 Jakarta”. Theses, Jakarta: Faculty of Language and Art. State University of 
Jakarta, December, 2015. 
Reading of comprehension is one of Japanese subject learned in SMAN 75 
Jakarta. In its learning, student is not supposed to just read, but also is asked to 
understand and think over the content as set forth in the given reading. One of the 
goals at the end of student’s learning can make story summary with their own 
language. The latter can ease them to understand the perspective content in overall. 
This research uses Pure Experiment Quantitative  research by using research 
design of Pretest-Posttest Only Control Design using 2 different classes namely 
classes of Experiment XII MIA 2 and class of Control XII MIA 3. Research took 
place for 4-times -meeting for 2 weeks. Using treatment of Learning Model of Jigsaw 
type Learning Cooperative. On the other sides, control class as class comparison not 
given with treatment is taught with the same point but using a different learning 
method namely Drill learning model. 
Once upon conducting statistic calculation on Pretest and Posttest student of 
Class XII MIA 2 and XII MIA 3 SMAN 75 Jakarta toward before the provision  of 
treatment and after the provision of treatment, thus it will be known that treatment 
provision of Jigsaw type Cooperative Learning  Model can be said ineffective. This is 
proved from statistic calculation result showing tcalculate < ttable where value of tcalculate 
occupies value of 0.7 whilst value of ttable of 0.05 occupies a value of 2.021. 
 
 
Key word:  Influence, Comprehension Reading Learning, Jigsaw Type 
Cooperative Learning  
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７５国立高校の生徒に読解授業に協同学習の ジグソー法使用の影響。 
Universitas Negeri Jakarta 
Awang IvanJaya 
2915101353 
はじめに 
作くられたシラバスに基づき日本語の学習の中に４語学技能が
ある。その技能は「読むこと」、「聞くこと」、「書くこと」、「話
すこと」である。この研究の内容は「読むこと」の問題である。７５
国立高校で教育実習調査の経験に基づき日本語を学習する際に生徒の
態度の問題を発見する。例えば毎週教え方法は様々でなくクラスに多
数の生徒が怠けると見えた。このことのせいで生徒たちはやる気が出
なくなると思われている。生徒の態度の問題を発見しただけでなく、
しかも生徒たちは読み物にある情報を理解できない。その上筆記を頼
りがちである。つまり生徒は授業を理解できない。このことのせいで
勉強時間は効果的ではないと思われている。 
この研究の中に教えた実地の経験を使用しないではなく、しか
し教師と面接した資料結果からその背景を書きます。教師と面接した
資料結果に基づいて日本語の授業特に読解の中に教師は読解の授業の
特別なメドホードを使用したことがありません。普通の教師の学習法
は生徒たちと一緒に読んだり翻訳したりします。その問題を解決する
ために学習の中に教師は日本語の理論を 教えるだけでなく、学習メデ
イアを使用したりいくつかの活動の計画をつくります。例えば日本の
料理を作くる計画、ビデオを見る計画、音楽を聞く計画、一緒に歌を
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歌う計画、日本のクラブ計画、それで何がある文化祭に参加すること
である。全部は生徒の勉強の意欲を高めるようにことである。 
この読解の研究は協同よ言う学習法を使用する。石川と石田の
Sugieによると(2013:2) 協同学習は授業の進め方の技法に関する理論で
はなく、学校のすべての場面における子供の学習に対する支援の基盤
にある基本原理に関する理論だと考える。協同の学習法を使用した理
由は研究の読解の問題を解決するためである。この研究の活動は生徒
が学習グループと読み物を議論することを協働する。その活動は生徒
がお互いに問い合わせたり、議論しあったり、そして学習グループと
手伝い合う。 
協同の学習法はいくつかの種類がある。この研究に使用される
一つには協同のジグソーという学習方法である。Sonoko Ogawa による
と協調学習（Collaborative Learning）という考え 方の基礎には「一人
ひとりのわかり方は多様だ」と いう学習観がある．このわかり方の多
様性をいかす ことで，一人ひとりに，自分なりの，自分しか持っ て
いない，だからこそ次の学びにつながる「わかり 方」が可能になる． 
 
研究方法 
この研究の応用に使用される研究のメソッドはクオンツ分析の
実験である。この実験は True Experimental Designの posttest pretest only 
control design である。この研究のインストルメントは事前テストは研
究が始める前にやってもらい、ポストテストは研究が終わった後でや
ってもらう。この研究デザインは二つクラスがある。統制群クラスと
実験群クラスである。統制群クラスと言うのは研究待遇が受けないク
ラスである。実験群クラスと言うのは研究待遇が受けるクラスことで
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ある。読解の学習に対する有効性研究を分かるように統計の計算を使
用する。この計算はポストテストの結果と事前テスト結果を一つに纏
まる。その上研究に対する生徒の応答が分かるために生徒に１０個の
質問を作られたアンケートを使用する。 
 
 
研究結果と分析 
この研究は４回の学習の活動がある。21日 10月 2015年から 4
日 11 月 2015 年まで研究予定の期間が行わり、2 週間ぐらいである。
実験群は XII MIA 2、そして統制群は XII MIA 3である。二つのクラス
の勉強時間が違うためであった。XII MIA 2は午後 12時 15分に始め、
一方 XII MIA 3は午前 6じ 30分に始まる。XII MIA 2はもう昼からや
ったので生徒は疲れたり、眠ったり、そして怠ける。授業がやるのに
飽かすようになった。一方で、XII MIA 3 は朝に授業が始まるので生
徒はまだやる気があった。その違う勉強時間はメンバーグループに議
論結果、研究結果、それで集中力に影響した。協同のジグソーの法を
初会される時生徒はまだ分からなかった。しかしその法を使用する時
生徒が慣れるようになった。協同法にやったことから全員生徒は優し
いと見える。本研究には統制群と実験群とも 90 分の学習時間をセッ
トした。各クラスの人数は 35 名いる。活動の始まりは開会活動と統
覚と本活動そして蓋がから成る。 
XII MIA 2 のクラスの活動は 4 つ活動が分け、まず開会である。
内容は 10 分ぐらい生徒を出席取ること、生徒たちに話しかけること
である。次に 2 番目は統覚である。内容はグループに分け、会合で議
論するテーマを説明すること、読み物をあげること、そして事前テス
ト をやってもらう。3番目は本活動である。内容は 10ポイントがある。 
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1. まずは各グループが 4人メンバーに分ける。 
2. そして 4枚読み物を配ってあげる。 
3. 次に 15 分でメンバー同市が読み物の内容を分かり合うようにし、
時間だったら全員のメンバーグループは新しいグループに入れ替
わってもらう。新しいグループの名前は専門家グループと呼ばれ
る。 
4. 専門家グループの中に生徒はメンバー同士はいけない。 
5. 専門家グループに 15 分で教材を議論すること、聞き合うこと、
意見をかわりあうことである。 
6. その後、生徒は計画グループへ戻ってもらう。その後何かある情
報がメンバー同士に議論してもらう。 
7. 生徒は 10分で内容の概略を作り、質問を答えてもらう。 
8. その後、各グループは一人の代表しクラスの前に作った概略を読
んでもらう。 
9. 教師は生徒が無作為に読み物の内容に質問を答えてもらう。 
最後は蓋の活動である。内容は生徒に宿題をあげり、それでポス
トテストとアンケットをやってもらう。 
XII MIA 2 のクラスの生徒が「授業はもっと面白く感じ、議論
で活動はもっと面白く感じ、意見を交換することがよくでき、一点か
らの考えだけでなく、ほかのメンバーグループの考え方を知ることが
できるから読解の授業に協働のジグソー一法は適当な方法であり、質
問を答えてもらうことができ、それで読み物の結論を発表する際に全
員がでくる」と見えた。他の意見は協同のジグソーの教え方はいいト
言った。しかしこのモデルをよ使用したら生徒がつまらなくなると言
った。 
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アンケート結果から XII MIA 2 クラスの生徒たちは読解授業を学ぶの
ことには興味があるのに、授業中に問題があった。生徒たちは「その
教材はもう忘れた」と言った。他の原因は新しい言葉がたくさんある
ので理解できない。そのことは研究の結果はいくつかの原因があると
考えられている。 
XII MIA 3のクラス生徒が使用した学習モデルは DRILLである。
この DRILLの学習モデルの活動は自分で理解し、教師と一緒に読み物
の内容を議論し、教師とお互いに質問し、それで読み物の結論を発表
する。XII MIA 3 のクラスの活動は４つ活動が分け、まず開会である。
内容は 10 分ぐらい生徒を出席取ること、生徒たちに話しかけること
である。次に 2番目は統覚である。内容は 15分ぐらいグループに分け、
議論するテーマを説明すること、読み物をあげること、そしてポスト
テスト をやってもらう。3番目はその読み物を 20に自分で理解し、教
師と一緒に読み物の内容を議論し、教師とお互いに質問し、それで読
み物の結論を発表する。最後４番は蓋の活動である。内容は宿題をあ
げり、それでポストテストとをやってもらう。 
研究結果から実験群の事前テストの平均値は 6.4 が分かり、統
制群の事前テストの平均値は 6.7 が分かるようになった。研究の結果
には実験群の事前テストの平均値より統制群の事前テストの平均値の
ほうが高い。それに実験群のポストテストの平均値は 8.61が分かり、
統制群のポストテストの平均値は 8.66が分かるようになった。研究結
果には実験群のポストテストの平均値より統制群のポストテストの平
均値のほうが高い。統計値の計算をした後、この読解の研究の結果は
有効性わないことが分かった。 
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終わりに 
研究結果のように、得られた結論は： 
1. 統計値の計算をした後、この読解の研究の結果は有効性ではな
い言える。 
2. そんなことは観察をしてからこの協同のジグソーの学習法は生
徒の勉強の環境に新鮮なことを与える。生徒も楽しいと見える。 
3. この協同のジグソーの学習法で勉強した生徒は積極的に役割を
果たすことができた。 
4. 協同のジグソーの学習法の中に一人ですることはいけない。全
部は協同にしなければならない。クラスに協同のジグソーの学
習法で読解を学習する時怠ける生徒が見えない。 
5. この研究の読解の協同のジグソーの学習法有効性ではない言え
るので他の日本語の授業に使用されたほうがいいと思います。 
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BAB I 
PENDAHULUAN 
 
A. Latar Belakang 
Perkembangan ilmu pembelajaran belakangan ini terus berkembang, 
sesuai dengan semakin rumitnya pelajaran yang diterima siswa.  Masalah dalam 
pembelajaran pun banyak ditemukan seperti, karakteristik siswa yang heterogen, 
maupun cara pengajaran yang terkadang membuat siswa sulit berkembang.  
Permasalahan dasar inilah yang menjadikan hasil belajar siswa berbeda-beda 
setiap individunya.  Hal ini menjadi dasar pemikiran dari beberapa ahli ilmu 
pendidikan untuk terus mengembangkan ilmu pembelajaran yang efektif untuk 
meningkatkan daya belajar siswa.  SMAN 75 Jakarta salah satunya, di lingkungan 
sekolah tersebut setiap siswanya bersifat heterogen dari segi karakteristik.  
Karakteristik siswa yang dimaksud seperti, di dalam kelas terdapat siswa yang 
bersungguh-sungguh dalam belajar, dan ada pula siswa yang bermalas-malasan 
belajar dalam mata pelajaran tertentu.  Begitu pula dengan pembelajaran Bahasa 
Jepang di sekolah tersebut, masih di temukan berbagai permasalahan di 
dalamnya, salah satunya adalah membaca.  Membaca merupakan salah satu dari 
empat kemampuan dalam mempelajari bahasa asing yaitu, mendengar, menulis, 
berbicara, dan membaca.  
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Kobayashi Mina (1998:60) menyatakan bahwa : 
言語技能とは、聞く技能、話す技能、読む技能、書く技能があ
る。これらを言語の４技能のという。 
Dalam keterampilan berbahasa terdapat keterampilan mendengar 
berbicara, membaca, dan menulis. Keterampilan tersebut disebut juga 4 
keterampilan berbahasa.  
 
Berdasarkan hasil wawancara dengan guru bahasa Jepang di SMAN 75 
Jakarta, diketahui bahwa terdapat beberapa permasalahan yang ditemukan dalam 
pembelajaran Bahasa Jepang khususnya dalam pembelajaran membaca.  
Permasalahan yang ada dalam pembelajaran membaca bahasa Jepang siswa di 
sekolah tersebut salah satunya adalah membaca pemahaman. Membaca 
Pemahaman bertujuan sebagai alat ukur kemampuan memahami isi kandungan 
wacana.  Ditambah lagi berdasarkan pengalaman penulis praktik mengajar bahasa 
Jepang di SMAN 75 Jakarta, diketahui bahwa banyak siswa yang belum mampu 
untuk menentukan informasi apa yang tertera dalam teks dan selalu 
mengandalkan buku catatan apabila terdapat tugas mengenai pemahaman suatu 
teks bacaan bahasa Jepang, dengan kata lain siswa belum mandiri dalam 
belajarnya.  Akibatnya alokasi pembelajaran menjadi tidak efisien serta materi 
yang direncanakan oleh guru tidak tersampaikan secara penuh.  Hal ini akan 
berdampak pada saat ujian bahasa Jepang, siswa tentunya akan sulit mengerjakan 
soalnya karena ketergantungan dengan sumber buku. 
Diketahui pula bahwa dalam pengajaranya, guru setempat belum pernah 
menggunakan model pembelajaran alternatif, akan tetapi cara pengajaranya 
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selama ini lebih bersifat membaca bersama dan mengartikanya bersama. Dalam 
hal bahan ajar yang digunakan, SMAN 75 Jakarta menggunakan buku panduan 
belajar, sakura 1 dan sakura 2.  Digunakanya materi bahan ajar dari buku sakura 
ini karena kandungan isi buku tersebut sesuai dengan silabus yang telah dibuat. 
Demi mengatasi kendala pembelajaran membaca bahasa Jepang di sekolah 
tersebut, pengajar dan pihak sekolah berupaya menggunakan berbagai media 
penunjang dan rentetan kegiatan non belajar yang mendukung dan diharapkan 
dapat memotivasi siswa dalam belajar membaca bahasa Jepang seperti, berbagai 
variasi game serta lagu bergenre Jepang. Sedangkan kegiatan di luar belajar yang 
digunakan yaitu, menyeleksi siswanya untuk ikut serta dalam setiap event bahasa 
Jepang, serta Japan Club yang merupakan kegiatan ekstra kulikuler yang 
berisikan hal-hal yang berbau tentang Jepang.  
Selain penggunaan media pembelajaran, terdapat juga banyak model-
model pembelajaran yang memungkinkan dapat digunakan pada pembelajaran 
membaca pemahaman, salah satunya adalah model pembelajaran Cooperative 
Learning.  Isjoni (2013:15) menyatakan bahwa Cooperative Learning merupakan 
model pembelajaran dimana sistem belajar dan bekerja dalam kelompok kecil 
yang berjumlah 4-6 orang secara kolaboratif sehingga dapat merangsang siswa 
lebih bergairah dalam belajar. Dalam pembelajaran Cooperative Learning 
menganut faham pembelajaran konstrutifistik, Martinis Yamin (2002:10) 
mengatakan  
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“Pembelajaran konstrutifistik merupakan pembelajaran yang berpusat 
pada siswa (Student Oriented) yang mana dalam kegiatannya, guru hanya 
berperan sebagai mediator, fasilitator, evaluator dan sumber belajar dalam 
pembelajarannya dan siswa berperan sebagai aktor utamanya.” 
 
Selanjutnya berdasarkan penekanan dalam teori konstrutivistik, menurut 
Tasker (1992) dalam Martinis Yamin (2002:15) menyatakan bahwa terdapat tiga 
hal dalam  penekanan teori konstrutivistik yaitu:  
a. Perlunya peran aktif peserta didik dalam mengkonstruksi pengetahuan 
secara bermakna. 
b. Pentingnya membuat keterkaitan antara gagasan dalam pengkonstruksian 
secara bermakna. 
c. Mengaitkan antara gagasan dan  informasi baru yang diterima siswa dalam 
belajar.   
Model pembelajaran Cooperative Learning mempunyai berbagai tipe menurut 
cara pelaksanaanya yaitu :  
a. STADS (Student Team Achievement Division) 
b. Jigsaw 
c. Group Investigation (GI) 
d. Rotating Trio Exchange 
e. Group Resume, dll 
Dalam penelitian ini, model pembelajaran yang digunakan adalah 
Cooperative Learning dengan tipe Jigsaw.  Pemilihan tipe Jigsaw ini, diharapkan 
dapat mengatasi permasalahan yang terdapat dalam pembelajaran membaca 
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pemahaman bahasa Jepang di SMAN 75 Jakarta.  Tipe Jigsaw sendiri merupakan 
salah satu tipe pembelajaran kooperatif yang bertujuan mendorong siswa untuk 
belajar dan saling membantu satu sama lain dalam menguasai materi pelajaran 
untuk mencapai prestasi yang maksimal. 
Kenyataanya yang ditemui, tidak setiap siswa dapat dengan mudah 
memahami pelajaran dengan cara pengajaran gurunya, justru ada saja siswa 
khususnya yang berkemampuan rendah di dalam kelas, dapat lebih mudah 
memahami isi kandungan pelajaran dengan bantuan penjelasan dari teman-
temannya. Oleh karena itu di ujicobakannya model pembelajaran kooperatif ini 
adalah sebagai pertimbangan bahwa Cooperative Learning tipe Jigsaw  
diharapkan dapat menjadikan siswa lebih kreatif serta dapat saling bertukar ilmu 
antar sesama teman dalam belajar. 
 
B. IDENTFIKASI MASALAH 
Berlandaskan pada latar belakang penelitian ini maka dapat diidentifikasikan 
permasalahannya sebagai berikut : 
a. Permasalahan apakah yang terdapat dalam pembelajaran membaca 
pemahaman  bahasa Jepang di SMAN 75 Jakarta ?  
b. Permasalahan apa yang siswa hadapi dalam pembelajaran membaca 
pemahaman ? 
c. Apa dampak yang ditimbulkan dari masalam pembelajaran yang ada ? 
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d. Bagaimana keadaan siswa di dalam kelas ? 
 
C. PEMBATASAN MASALAH 
Pembatasan masalah dalam penelitian ini yaitu pada penggunaan model 
pembelajaran Cooperative Learning tipe J igsaw terhadap pembelajaran membaca 
pemahaman bahasa Jepang siswa SMAN 75 Jakarta. 
 
D. PERUMUSAN MASALAH 
Dalam perumusan masalah, terdapat beberapa hal yang akan diteliti dalam 
penelitian ini, berikut beberapa perumusan masalah yang dituju : 
a. Bagaimanakah penerapannya model pembelajaran Cooperative Learning 
tipe Jigsaw pada pembelajaran membaca pemahaman bahasa Jepang di 
SMAN 75 Jakarta ? 
b. Bagaimanakah pengaruhnya model pembelajaran Cooperative Learning 
tipe Jigsaw terhadap pembelajaran membaca pemahaman bahasa Jepang 
SMAN 75 Jakarta ? 
c. Bagaimanakah pendapat siswa mengenai penggunaan model pembelajaran 
Cooperative Learning tipe Jigsaw pada pembelajaran membaca 
pemahaman  bahasa Jepang di SMAN 75 Jakarta ? 
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E. MANFAAT PENELITIAN 
Manfaat yang ingin dicapai dalam penelitian ini adalah : 
1. Manfaat Praktis 
1.1.Bagi Guru 
Diharapkan adanya penelitian ini dapat berguna sebagai metode 
pembelajaran alternatif yang dapat digunakan untuk pembelajaran Bahasa 
Jepang khususnya pembelajaran membaca di SMAN 75 Jakarta. 
1.2.Bagi Siswa 
 Diharapkan agar dapat meningkatkan motivasi belajar siswa SMAN 
75 Jakarta dalam belajar bahasa Jepang khususnya pada pembelajaran 
membaca, serta dapat membentuk siswa yang dapat belajar dengan 
mandiri, serta dapat memecahkan masalah persoalan dengan kegiatan 
bekarja sama yang baik.  
1.3.Bagi Sekolah 
 Diharapkan untuk pihak sekolah khususnya pihak sekolah SMAN 75 
Jakarta agar menjadi inspirasi dalam mengembangkan cara pengajaran 
agar pembelajaran lebih efektif dan siswa pun lebih mudah menyerap 
pelajaran.  
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BAB II 
TINJAUAN PUSTAKA 
 
A. Deskripsi Teoritis 
1. Hakikat Pembelajaran 
 Pembelajaran pada dasarnya merupakan upaya pengajar untuk 
membantu pembelajar dalam kegiatan belajarnya. Isjoni (2013:11) 
menyatakan bahwa pembelajaran adalah suatu kegiatan yang dilakukan oleh 
siswa, bukan dibuat untuk siswa.  Tujuan pembelajaran sendiri secara umum 
ialah terwujudnya efisiensi dan efektivitas kegiatan belajar yang dilakukan 
peserta didik. Pihak-pihak yang terlibat dalam pembelajaran adalah pendidik 
(perorangan atau kelompok) serta peserta didik (perorangan, kelompok, atau 
komunitas) yang berinteraksi secara edukatif antara satu dengan yang lainya.  
Isi kegiatanya adalah bahan (materi) belajar yang bersumber dari kurikulum 
suatu program pendidikan.  Proses kegiatan adalah langkah-langkah atau 
tahapan yang dilalui pengajar dan pembelajar dalam kegiatan belajar.  
 Menurut Winkel (1991) dalam Hartini Nara (2012:12) menyatakan : 
“Pembelajaran merupakan seperangkat tindakan yang dirancang guna 
mendukung proses pembelajaran siswa, dengan memperhitungkan 
kejadian-kejadian ekstrim yang berperan terhadap rangkaian kejadian 
intern yang langsung dialami siswa.”   
 
Pembelajaran adalah serangkaian kegiatan yang dirancang untuk 
memungkinkan terjadinya proses belajar pada siswa. Pembelajaran sendiri 
merupakan aspek kegiatan manusia yang kompleks dan tidak sepenuhnya 
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dapat dijelaskan. Pembelajaran dalam makna kompleks adalah usaha sadar 
diri seorang guru untuk membelajarkan siswanya dalam rangka mencapai 
tujuan pendidikan. 
 Proses belajar terjadi karena adanya interaksi antara individu dengan 
lingkungan sekitarnya.  Karena itu istilah “pembelajaran” mengandung makna 
yang lebih luas daripada “mengajar”, pembelajaran merupakan usaha yang 
dilaksanakan secara sengaja, terarah dan terencana, dengan tujuan yangtelah 
ditetapkan terlebih dulu sebelum prosesnya dilaksanakan, serta pelaksanaanya 
terkendali, dengan maksud agar terjadi belajar pada diri seseorang. 
 
2. Prinsip-Prinsip Pembelajaran 
 Dalam melaksanakan pembelajaran agar tercapai hasil yang lebih 
optimal perlu diperhatikan beberapa prinsip pembelajaran. Prinsip 
pembelajaran ini dibuat berdasarkan prinsip-prinsip dari teori psikologi 
terutama teori belajar dan hasil penelitian dalam kegiatan pembelajaran.  
Hartini Nara (2010:14) menyatakan, terdapat beberapa prinsip pembelajaran 
yang dikemukakan oleh Atwi Suparman dengan mengadaptasi pemikiran 
Fillbeck (1974) sebagai berikut : 
a. Respon-respon baru (New Responses) yaitu pembelajaran diulang 
sebagai akibat dari respon yang terjadi sebelumnya.  Implikasinya 
adalah perlunya pemberian umpan baik positif segera atas 
keberhasilan atau respon yang benar dari siswa. Siswa harus aktif 
membuat respon tidak hanya duduk diam dan mendengarkan saja. 
10 
 
b. Perilaku tidak hanya dikontrol oleh akibat oleh respon, tetapi juga 
dibawah pengaruh kondisi atau tanda-tanda lingkungan siswa.  
Implikasinya adalah perlunya menyatakan tujuan pembelajaran 
secara jelas kepada siswa sebelum pelajaran dimulai agar siswa 
bersedia belajar dengan giat. 
c. Perilaku yang ditimbulkan oleh tanda-tanda tertentu akan hilang 
atau berkurangfrekwensinya bila tidak diperkuat dengan akibat 
yang menyenangkan. Implikasinya adalah pemberian isi 
pembelajaran yang berguna pada siswa diluar ruangan kelas dan 
memberikan balikan (Feedback) berupa penghargaan terhadap 
keberhasilan mahasiswanya. 
d. Belajar  yang berbentuk respon terhadap tanda-tanda yang terbatas 
akan ditransfer kepada situasi lain yang terbatas pula.  
Implikasinya adalah pemberian kegiatan belajar kepada siswa yang 
melibatkan tanda-tanda atau kondisi yang mirip dengan kondisi 
dunia nyata. 
e. Belajar menggeneralisasikan dan membedakan adalah dasar untuk 
belajar sesuatu yang kompleks seperti berkenaan dengan 
pemecahan masalah.  Implikasinya adalah perlu digunakan secara 
luas bukan saja contoh yang positif tetapi juga yang negatif. 
f. Situasi mental siswa untuk menghadapi pelajaran akan 
mempengaruhi perhatian dan ketekunan siswa selama proses 
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belajar siswa.  Implikasinya adalah pentinganya menarik perhatian 
siswa untuk mempelajari isi pembelajaran. 
g. Kegiatan belajar yang dibagi menjadi langkah-langkah kecil dan 
disertai dengan umpan balik menyelesaikan tiap langkah, akan 
membantu siswa.  Implikasinya adalah guru harus menganalisis 
pengalaman belajar siswa menjadi kegiatan-kegiatan kecil, disertai 
latihan dan balikan terhadap hasilnya. 
h. Kebutuhan memecahkan materi yang kompleks menjadi kegiatan-
kegiatan kecil dapat dikurangi dengan mewujudkan dalam suatu 
model. Implikasinya adalah penggunaan media dan metode 
pembelajaran yang dapat mengembangkan materi. 
i. Keterampilan tingkat tinggi (kompleks) dari keterampilan dasar 
yang lebih sederhana.  Implikasinya adalah tujuan pembelajaran 
harus dirumuskan dalam bentuk hasil belajar yang operasional. 
j. Belajar akan lebih cepat, efektif, dan efisien apabila siswa 
diberiakan informasi tentang kualitas penampilannya dengan cara 
meningkatkannya. Urutan belajar harus dimulai dari yang 
sederhana sampai dengan hal yang paling kompleks. 
k. Perkembangan dan kecepatan belajar siswa sangat berfariasi, ada 
yang maju dengan cepat dan ada juga yang lambat.  Implikasinya 
adalah pentingnya penguasaan siswa terhadap materi prasharat 
sebelum siswa melanjudkan ke pembelajaran selanjudnya. 
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l. Dengan persiapan, siswa dapat mengembangkan kemampuan 
mengorganisasikan kegiatan belajarnya sendiri dan menimbulkan 
umpan balik bagi dirinya untuk membuat respon yang benar.  
Implikasinya adalah pemberian kemungkinan bagi siswa untuk 
memilih waktu, cara dan sumber-sumber disamping yang telah 
ditentukan, agar dapat membuat dirinya mencapai tujuan 
pembelajaran.   
 Berdasarkan pendapat para ahli yang menekuni bidang pembelajaran, 
maka dapat disimpulkan bahwa hakikat pembelajaran merupakan suatu 
kegiatan pemberian ilmu pengetahuan yang di dalamnya terdapat pendidik 
dan peserta didik. 
 
3. Hakikat Model Pembelajaran  
 Perkembangan ilmu pembelajaran berkembang dari waktu ke waktu, 
para ahli dari ilmu pembelajaran selalu membuat inovasi agar pembelajaran 
yang ada dapat lebih efisien dari sebelumnya. Di era globalisasi ini model-
model pembelajaran tradisional sudah mulai ditinggalkan, walaupun masih 
ada di beberapa sekolah di Indonesia yang masih menggunakanya. Sejalan 
dengan perkembangan konstruktivisme yang terdapat pada pembelajaran 
sekarang, salah satu dari sekian banyak model pembelajaran alternative yang 
mendapat respon baik adalah model pembelajaran kooperatif.  
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Joyce & Weil (1980) dalam Rusman (2012:132) menyatakan bahwa  
 
“Model-model pembelajaran disusun bedasarkan berbagai prinsip atau 
teori pengetahuan. Para ahli menyusun model pembelajaran 
berdasarkan prinsip-prinsip pembelajaran, teori-teori psikologis, 
sosiologis, analisis sistem, atau teori-teori lain yang mendukung. Joice 
dan Weil mempelajari model pembelajaran berdasarkan teori belajar 
yang di kelompokkan dalam empat model pembelajaran. Model 
tersebut merupakan pola umum prilaku pembelajaran untuk mencapai 
tujuan pembelajaran yang diharapkan.”  
  
 Joyce & Weil, (1980) dalam  Rusman (2012:133) Model pembelajaran 
adalah suatu rencana atau pola yang digunakan untuk membentuk kurikulum 
(rencana pembelajaran jangka panjang) merancang bahan-bahan pembelajaran 
dan membimbing pembelajaran di kelas atau yang lain.  
 Dalam hal ini, maka dapat disimpulkan bahwa model pembelajaran 
adalah suatu rencana dalam pembelajaran guna menunjang pembelajaran yang 
menjadi tujuanya. 
  
4. Hakikat Membaca 
 Sering kita alami bahwa ada suatu materi yang tidak sekaligus jelas 
penjelasannya, dan setelah beberapa waktu dengan adanya keterangan dan 
tambahan lebih lanjut barulah informasi tersebut menjadi jelas dan dapat 
keterima di pikiran kita, dalam hal ini informasi baru akan menjadi 
pengetahuan apabila mempunyai makna pada kesadaran atau pikiran kita.   
P.David Pearson (1984) dalam J.CH.Sujanto (2006:04) menyatakan bahwa  
“Masyarakat secara umum sadar mengenai pengertian dari membaca 
secara garis besar, yaitu suatu kegiatan dimana melihat objek visual 
dan menangkap informasi dari objek yang dilihatnya.” 
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Membaca sendiri khususnya dalam pembelajaran Bahasa jepang mempunyai 
dua jenis yaitu membaca huruf kana dan membaca pemahaman. Membaca 
huruf biasanya dilakukan untuk siswa yang baru saja mengenal dan belajar 
menghafal huruf Bahasa jepang, sedangkan membaca pemahaman dalam 
pembelajaran Bahasa jepang khususnya, adalah membaca yang disertai 
memahami artian yang terkandung di dalam teks.  
 Ilzamudin Ma’mur (2006:67) menyatakan membaca merupakan 
kegiatan rutin yang hampir tidak dapat dipisahkan dengan gaya kehidupan 
manusia modern, terutama lagi dalam dunia pendidikan indikasi penting artian 
membaca dalam dunia pendidikan bisa dilihat diantaranya melalui banyak 
stetmen yang dikemukakan oleh pakar dengan disiplin yang berbeda seperti :  
a. (Reading is the basic skill in study) membaca merupakan 
ketermpilan dasar dari belajar. 
b. (Reading is the basic of all education) membaca merupakan dasar 
dari semua pendidikan. 
c. (Reading is a heart of education)Membaca adalah cara utama 
mencapai pengetahuan. 
d. (Reading is the primary avenue of knowledge) Membaca 
merupakan cara utama mencapai pengetahuan. 
e. (Reading is a skill essential for formal education and for 
individual’s succses in society) Membaca merupakan keterampilan 
yang asngat penting bagi pendidikan formal dan kesuksesan 
perorangan dalam masyarakat. 
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 H.Dalman (2013:05) membaca merupakan proses kognitif yang 
berupaya untuk menemukan berbagai informasi yang terdapat pada suatu 
tulisan. Membaca juga dapat dikatakan suatu kegiatan yang kompleks, dengan 
menggerakan mata dan tanpa  menggunakan sebagian besar tindakan yang 
terpisah-pisah, meliputi orang harus menggunakan pengertian khayalan, 
mengamati dan mengingat-ingat yang dihubungkan dengan skema pembaca.  
Teori skema berupaya menjelaskan proses pemahaman dalam pengertian 
bagaimana memahami informasi yang sudah dikenalcataupun yang baru.  
Teori skema pada dasarnya merupakan teori mengenai bagaimana 
pengetahuan dan bagaimana struktur repersentasi mempengaruhi penggunaan 
pengetahuan. Grabe (1991) dalam Ilzamudin Ma’mur, (2006:13) menyatakan 
bahwa : 
“The consept driven aspetc of reading interrelate with each outher 
during reading process. No one process is dominant, and additionally, 
the whole is more than sum of the parts, especielly regarding yhe 
fleksibility of the propose mechnanism”. 
 
 Dalam hal ini berarti membaca bukan hanya sekedar melihat 
kumpulan huruf yang membentuk kaya saja, melainkan kelompok kata, 
paragraf dan wacana saja, tetapi lebih dari itu bahwa membaca merupakan 
kegiatan memahami dan menginterpretasikan lambang/ tanda/ tulisan yang 
bermakna, sehingga pesan yang disampaikan penulis sampai ke pembaca.  
Farr, (1984) dalam H.Dalman, (2013:05) mengemukakan bahwa:  
“Reading is the Heart of Education”.  
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Dalam pendapatnya terkandung artian bahwa orang yang sering membaca, 
maka pengetahuannya akan luas dan kehidupannya akan maju.  Ilmu yang 
diterima pembaca dari bacaan yang di bacanya akan membentuk suatu skema 
pemikiran/skema pemahamannya sendiri terhadap hal yang dibacanya. Maka 
semakin banyak orang membaca maka skema pemikirannya akan semakin 
luas. 
 Suhendar dan Supinah, (1997) dalam H.Dalman, (2013:09) 
menyatakan, pembelajaran membaca di sekolah perlu difokuskan pada aspek 
kemampuan memahami isi bacaan, begitu pula dalam hal ujian keterampilan 
membaca, sebaiknya ujian tersebut lebih di fokuskan pada kemampuan 
memahami bacaan, yaitu : 
a. Memahami makna kata yang dibaca. 
b. Memahami makna istilah. 
c. Memahami inti sebuah kalimat. 
d. Memahami ide, pokok pikiran atau tema paragraf. 
e. Menangkap dan memahami beberapa pokok pikiran dari suatu 
wacana yang dibaca. 
f. Membuat rangkuman. 
g. Menyampaikan isi kandungan bacaan. 
Berdasarkan beberapa definisi tentang membaca yang disampaikan di atas, 
maka dapat disimpulkan bahwa membaca merupakan proses perubahan 
bentuk lambang /tanda/ tulisan menjadi wujud bunyi yang bermakna, serta 
proses mendapatkan suatu informasi/ pengetahuan yang berguna. 
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4.1.Tujuan Pembelajaran Membaca Bahasa Jepang di Tingkat SLTA. 
 Nurhadi, (2004) dalam H.Dalman, (2013:13) secara umum tujuan 
pembelajaran membaca dibagi atas dua tujuan utama, yaitu: tujuan 
behavioral dan tujuan ekspensif.  tujuan behavioral disebut juga tujuan 
tertutup atau tujuan instruksional, sedangkan tujuan ekspensif disebut juga 
tujuan terbuka.  
Tujuan behavioral diarahkan pada kegiatan-kegiatan  membaca, yaitu: 
a. Pemahaman makna kata. 
b. Keterampilan-keterampilan studi. 
c. Pemahaman terhadap teks bacaan. 
Sedangkan untuk tujuan ekspensif diarahkan pada kegiatannya seperti: 
a. Membaca pengarahan diri sendiri. 
b. Membaca penafsiran atau membaca interpretatif. 
c. Membaca kreatif. 
Sedangkan menurut pendapat Muneo Kimura (1988:114) tujuan membaca 
ialah : 
「読み終わると同時に完全に理解できること。個々の知文
の理解のみでなき、長文全体の大意をできること。知らな
い語句は自分で辞書を引いて、文を理解する能力を持つこ
と。」 
“Setelah kegiatan membaca selesai siswa dapat mengerti secara 
keseluruhan, mengerti arti dari kandungan bacaan yang dibacanya, 
serta apabila ada sesuatu yang tak dimengerti diharapkan dapat 
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membuka jawabanya serta memiliki kemampuan untuk memahami 
kalimatnya.” 
Dalam hal ini tujuan pembelajaran membaca pemahaman dalam mata 
pelajaran di tingkat SLTA berdasarkan silabus pembalajaran bahasa 
Jepang yaitu: 
a. Menunjukan prilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan 
bertanggung jawab dalam hal melakukan komunikasi 
transaksional dengan guru dan teman-temannya. 
b. Memahami isi bacaan dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan materi yang tengah di bahas. 
 
5. Hakikat Membaca Pemahaman 
 Membaca merupakan salah satu proses pembelajaran dalam 
mempelajari bahasa asing. Dalam pengertiannya, membaca dalam 
pembelajaran bahasa Jepang terbagi menjadi dua penjelasan, yaitu membaca 
huruf kana atau kanji dan membaca pemahaman. Pembelajaran membaca 
pemahaman sendiri dikenal dengan sebutan dokkai yaitu mengartikan 
sekaligus memahami apa yang ditelaahnya sesuai dengan penjelasan Tenma 
Michiko (1989:03) menyatakan : 
「読解とは、「文字で書かれたテキストを読むことを通じて、
書き手の意図する意味内容を理解すること」である。」 
 
“Pemahaman membaca yaitu membaca sesuai teks yang ditulis lalu 
memahami isi, arti dan maksud yang dikemukakan penulis di dalam 
bacaan.” 
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Sedangkan menurut pendapat lain, Muneo Kimura (1988:113) menyatakan : 
「読解ということは、書かれた文によって情報を得ることで、
もっと端的に言えば、文字によって情報を得るということであ
る。情報は文形で書き記されることは限らない。数個の文字か
ら成る単語、ときには１字の語によって示されることである。」 
 
“Pemahaman membaca ialah, mendapatkan informasi berdasarkan apa 
yang telah ditulis, informasi dapat dikatakan valid apabila diperoleh 
berdasarkan bacaanya. Informasi tersebut tidak terbatas pada bentuk 
kalimat yang tertera, akan tetapi juga dari kata maupun karakter 
bacaan.” 
 
 Ilzamudin Ma’mur (2006:05) mengutarakan membaca pemahaman 
secara kebetulan diperkenalkan oleh William S.Gay pada tahun 1920-an, 
ketika dia melancarkan kritik keberatannya akan pengajaran membaca di 
Amerika yang pada saat itu menekankan pada oral reading atau membaca 
nyaring dengan penekanan pada pengucapan kata secara tepat dan keelokan 
bahasa lisan yang disertai interpretasi dramatis. Sebagai gantinya ia 
menganjurkan pelajaran membaca dengan menekankan pada membaca 
pemahaman, mengingat peran membaca begitu penting. Dalam kegiatan 
membaca setidaknya ada tiga komponen dan pengikat yang terlibat yaitu, 
penulis, teks, dan bacaan.  Sedangkan untuk pengikatnya disebut juga 
comprehension atau pemahaman.  Smith dalam Ilzamudin Ma’mur (2006:05) 
menyatakan yang dimaksud comprehension adalah label yang biasanya 
diterapkan usaha untuk memperoleh atau menangkap makna dari bacaan.  
Ketepatan menangkap makna pesan dengan benar seperti yang dikehendaki 
penulisnya sangat banyak dipengaruhi oleh faktor seperti, jenis teks, waktu, 
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situasi, konteks, tujuan, kemampuan pembaca, baik kemampuan bawaan 
maupun kemampuan karena pengalaman, latihan, dan pendidikan.  
Richard,et al dalam Ilzamudin ma’mur (2006:06) menyatakan bahwa  
“Perceiving a written teks in order to understand its content” 
   
Definisi Richard,Et,Al ini mengisharatkan bahwa pemahaman membaca 
terhadap teks bacaan bisa diperoleh hanya dengan melihat teks saja dan 
bersifat pasif.  Akan tetapi menurut Smith, Goodman, dan Meredith dalam 
Weaver yang dirangkum dalam Ilzamudin Ma’mur (2006:07) menyatakan,  
“Membaca merupakan proses aktif, membangun makna dari lambang 
bunyi-bunyi atau fonem bahasa lisan.” 
 
 Devinisi lain yang mendukung membaca merupakan proses aktif 
adalah yang dikemukakan oleh Day dan Banford dalam Ilzamudin Ma’mur 
(2006:07),  menyatakan: 
“Reading is the construction of meaning from a printed or written 
message”  
 
Jadi pada dasarnya pembaca harus berinteraksi bukan hanya sekedar 
berinteraksi terhadap teks, seperti yang dikatakan oleh Widowson Ilzamudin 
Ma’mur (2006:07) yaitu :  
“Reading is not as a reaction to a text but as interaction between 
writer and reader mediated throught a text”. 
 
Sementara itu Bartoli dan Botel dalam Ilzamudin ma’mur (2006:07), 
memberikan batasan membaca yang mencakup semua pendapat dari para ahli 
terdahulu yaitu : 
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“...a process that involves the orchestration of the reader’s prior 
experience and knowledge about the world and about the language.  It 
involves such interrelated strategies as predicting, questioning, 
summarizing, determining, meaning of vocabulary in context, 
monitoring one’s own comprehension, and reflecting.  The process 
also involves such affective factors as motivation, ownership, purpose, 
and self-esteem.  It dependent on social interaction.  It’s the 
integration.  it;s integration of all these process that accounts for 
comprehention.  They are not isolable, measurable subfactors.  They 
are whole wholistic process for constructing meaning” 
 
Berdasarkan definisi yang dikemukakan di atas, dapat disimpulkan bahwa 
membaca pemahaman merupakan kegiatan membaca yang dilakukan oleh 
seseorang yaitu untuk memahami isi bacaan secara menyeluruh. Membaca 
pemahaman dilakukan dengan menghubungkan skemata atau pengetahuan 
awal yang dimiliki pembaca dan pengetahuan baru yang diperoleh saat 
membaca, sehingga proses pemahaman terbangun secara maksimal. 
5.1 Pembelajaran Membaca Pemahaman Bahasa Jepang di Tingkat 
SLTA 
 Pembelajaran bahasa Jepang di tingkat SLTA saat ini masih 
terfokuskan pada pengenalan dasar Bahasa Jepang dan tata bahasa dasar, 
dengan kata lain pembelajaran bahasa Jepang khususnya dalam membaca 
pemahaman masih belum maksimal pembelajaranya.  Berdasarkan buku 
panduan pelajaran yaitu, Sakura 1 dan 2, Yasashi Nihongo dll, materi 
pokok pembelajaran bahasa seperti, membaca, menulis, mendengar, dan 
pola kalimat masih menjadi satu dalam setiap bab yang diajarkan. 
Sedangkan untuk empat materi dasar tersebut masih dijadikan selingan 
dalam pembelajaranya. 
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6. Hakikat Model Pembelajaran Kooperatif 
 Manusia adalah makluk individual yang berbeda antara satu dan yang 
lain. Karena sifatnya yang individual, manusia saling membutuhkan, sehingga 
sebagai konsekuensinya manusia harus menjadi makluk sosial, yaitu makluk 
yang berinteraksi dengan sesamanya. Manusia satu sama lain saling 
membutuhkan, harus ada interaksi dan kerja sama antar sesamanya.  Hal ini 
pun dapat diwujudkan dalam pembelajaran di sekolah. Pembelajaran yang 
mengutamakan kerja sama dalam kelompok dan interaksi tersebut ada pada 
bentuk pembelajaran kooperatif. McKeachie,dkk. (1986) dalam David 
W.Jhonson (2010:59) mengutarakan bahwa : 
“Jawaban yang terbaik untuk sebuah pertanyaan, “apakah metode 
pembelajaran yang paling efektif?” jawabanya adalah hal itu 
tergantung pada tujuanya, siswanya, kontennya, dan gurunya. Tetapi 
jawaban yang terbaik setelah itu adalah, “siswa yang mengajari 
siswa lainya”.  Ada sangat bukti bahwa pengajaran oleh teman amat 
sangat efektif untuk begitu banyak tujuan, konten, dan siswa dari 
berbagai tingkatan dan kepribadian.” 
 
Sedangkan menurut Sonoko Ogawa (2011:04) mengatakan bahwa : 
 
協調学習（Collaborative Learning）という考え  方の基礎には
「一人ひとりのわかり方は多様だ」と いう学習観がある．この
わかり方の多様性をいかす ことで，一人ひとりに，自分なりの，
自分しか持っ ていない，だからこそ次の学びにつながる「わか
り 方」が可能になる． 
 
“Ide dasar bagaimana pembelajaran kolaboratif (Collaborative 
Learning) adalah ada prospek belajar yang disebut "memahami 
bagaimana keragaman individu”. Dengan memanfaatkan keragaman 
ini guna memahami bagaimana, dalam setiap pribadi, tidak memiliki, 
itu sebabnya mungkin untuk "tahu bagaimana" yang mengarah ke 
pembelajaran berikutnya.” 
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 Cooperatif Learning berasal dari kata cooperative yang berartikan 
mengerjakan sesuatu secara bersama-sama dengan dan saling membantu satu 
sama lain sebagai satu kelompok atau satu tim Isjoni (2013:15).  Isjoni 
(2013:15) menyatakan bahwa  
“pembelajaran kooperatif merupakan suatu model pembelajaran 
dimana di dalamnya terdapat sistem belajar dan bekerja dalam 
kelompok kecil yang berjumlah 4-6 orang secara kolaboratif yang 
dapat merangsang siswa lebih bergairah dalam belajar dengan 
menggunakan prinsip Student Oriented atau pembelajaranya berpusat 
pada siswa.” 
 
Sedangkan Slavin (1995) dalam Isjoni menyatakan bahwa: 
“in cooperative learning methods, students work together in four 
member team to master material initially presented by the teacher”.  
 
“Dalam metode pembelajaran kooperatif, siswa bekerja sama dalam 
tim empat anggota untuk bahan induk awalnya disampaikan oleh guru” 
 
Model pembelajaran kooperatif mempunyai beberapa tipe yang dibagi 
berdasarkan cara pelaksanaanya, seperti : 
a. STADS (Student Team Achievement Division). 
b. JIGSAW. 
c. TGT (Team Games Tournament). 
d. GI (Group Investigation). 
e. Group Resume. 
f. Rotating Trio Exchange 
Dari ke-enam tipe metode kooperatif di atas, penelitian ini menggunakan 
model pembelajaran kooperatif tipe Jigsaw. Pemilihan tipe jigsaw ini di 
dasarkan pada struktur kerjanya yang memungkinkan dapat memecahkan 
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permasalahan pada pembelajaran membaca pemahaman bahasa Jepang di 
SMAN 75 Jakarta. 
6.1.Konsep Model Pembelajaran Kooperatif 
Tiga konsep dalam melandasi model pembelajaran kooperatif yaitu : 
a. Team Rewards, tim yang dapat mencapai kriteria yang 
ditangguhkan akan mendapat hadiah. 
b. Individual Accountability, keberhasilan tim tergantung pada hasil 
belajar individu setiap anggota kelompok dari setiap anggota tim 
dalam membantu belajar satu sama lain dan memastikan anggota 
kelompoknya untuk siap menghadapi penilaian tanpa bantuan 
teman-temanya. 
c. Equal Opportunities for Success, setiap siswa memberikan 
kontribusi kepada timnya. 
Senada dengan penjelasan mengenai cooperative learning ini Siahaan 
(2005:2) dalam Rusman menyatakan terdapat lima unsur yang ditekankan 
dalam model pembelajaran kooperatif, yaitu:  
a. Saling ketergantungan yang positif 
b. Interaksi yang berhadapan (face to face interaction) 
c. Tanggung jawab individu (individual responsibility) 
d. Keterampilan sosial (social skill) 
e. Terjadi proses dalam kelompok (group processing) 
 
25 
 
6.2.Kelebihan dan Kekurangan Model Pembelajaran Kooperatif 
 Sugiono (2012:43) Secara umum terdapat beberapa kelebihan dan 
kekurangan dalam model pembelajaran kooperatif, apabila diterapkan 
dalam kegiatan pembelajaran, yaitu : 
6.2.1. Kelebihan Metode Kooperatif 
a. Dapat merangsang siswa untuk lebih kreatif khususnya dalam 
memberikan gagasan dan ide-ide. 
b. Dapat melatih untuk membiasakan diri bertukar pikiran dalam 
mengatasi setiap permasalahan pribadi maupun kelompok. 
c. Dapat melatih siswa untuk mengemukakan pendapat atau 
gagasan secara verbal.  disamping itu, kooperatif juga dapat 
melatih siswa untuk menghargai pendapat orang lain 
 Maka dapat disimpulkan bahwa kelebihan dalam penggunaan 
model pembelajaran kooperatif adalah melatih kemandirian siswa, 
kekompakan, serta saling membantu dalam pembelajaran di kelas 
6.2.2. Kekurangan Metode Kooperatif 
a. Sering terjadi pembicaraan dalam diskusi yang dikuasai oleh 2 
atau 3 orang siswa yang aktif berbicara, sedangkan yang 
lainnya pasif. 
b. Terkadang arah pembicaraanya menjadi luas, dan hasilnya 
menjadi tidak jelas. 
c. Memakan waktu yang banyak, dan terkadang tidak sesuai 
dengan tujuan. 
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d. Dalam diskusi kelompok terjadi perbedaan pendapat yang 
bersifat emosional dan tak terkontrol, akibatnya ada pihak yang 
merasa tersinggung dan mengganggu proses pembelajaran. 
 Maka dapat disimpulkan bahwa model pembelajaran 
kooperatif pun mempunyai kelemahan yang harus diwaspadai 
yaitu keaktifan siswanya dalam tugas kelompok, dan hal yang 
harus dilakukan adalah dalam setiap kelompok harus mempunyai 
ketua grup yang berani menegur temannya yang tidak fokus pada 
tugas. 
 
7. Cooperative Learning Type Jigsaw 
 Tipe Jigsaw merupakan salah satu dari beragam tipe dari pembelajaran 
kooperatif.  Tipe ini dikembangkan dan diuji coba oleh Elliot Aronson dan 
teman-temannya di University of Texas. Jigsaw dalam bahasa Inggris 
memiliki arti “Gergaji Ukir” dan ada pula yang menamainya “Puzzle” sebuah 
permainan teka-teki menyusun gambar. Kooperatif tipe Jigsaw ini mengambil 
pola cara kerja dari sebuah alat gergaji yang mana cara kerjanya berupa 
Zigzag, yaitu siswa melakukan suatu kegiatan belajar dengan cara bekerja 
sama dengan siswa lain untuk mencapai tujuan bersama. Menurut Anita Lie 
(2002:69) mengatakan bahwa,  
“Dalam teknik jigsaw pengajar memperhatikan skemata atau latar 
belakang pengalaman siswa dan membantu siswa mengaktifkan 
skemata ini agar bahan pelajaran menjadi lebih bermakna. Selain itu, 
siswa bekerja dengan sesama siswa dalam suasana gotong royong dan 
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mempunyai banyak kesempatan untuk mengolah informasi dan 
meningkatkan keterampilan berkomunikasi.” 
 
 Pada dasarnya, dalam tipe Jigsaw ini guru membagi satuan informasi 
yang besar dalam komponen lebih kecil yang terdiri dari 3-4 anggota per 
kelompok.  Menurut Edward (1989) dalam Isjoni (2013:55) menyatakan 
sebuah kelompok terbukti lebih efektif apabila anggotanya terdiri dari 4 orang 
anggota. Setiap anggota kelompoknya bertanggung jawab terhadap 
penguasaan setiap komponen atau subtopik yang ditugaskan oleh guru.  Oleh 
karena itu setiap kelompok menggantungkan hasil belajarnya dari setiap 
anggota kelompok. 
 Jhonson dan Jhonson dalam Teti Sobari  yang dikutip oleh Rusman 
(2006:31) menyatakan, melakukan penelitian tentang kooperatif tipe Jigsaw 
hasilnya menunjukan bahwa interaksi kooperatif memiliki berbagai pengaruh 
positif terhadap perkembangan anak yaitu : 
a. Meningkatkan hasil belajar. 
b. Meningkatkan daya ingat. 
c. Dapat digunakan untuk mencapai taraf penalaran tingkat tinggi. 
d. Mendorong tumbuhnya motivasi intrinsik (kesadaran individu). 
e. Meningkatkan hubungan manusia yang heterogen. 
f. Meningkatkan sikap anak yang positif terhadap sekolah. 
g. Meningkatkan sikap positif terhadap guru. 
h. Meningkatkan harga diri anak. 
i. Meningkatkan perilaku penyesuaian sosial yang positif. 
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Tipe Jigsaw ini dikenal juga sebagai model pembelajaran kooperatif para ahli, 
karena setiap anggota kelompok dari suatu kelompok tertentu dihadapkan 
dengan permasalahan yang berbeda, tetapi permasalahan yang dihadapi setiap 
kelompok sama, setiap utusan dari kelompok yang berbeda membahas materi 
yang sama, selanjudnya hasil pembahasan tersebut dibawa ke kelompok asal 
dan disampaikan pada anggota kelompoknya. 
7.1 Prosedur Pelaksanaan Kooperatif tipe Jigsaw 
 Dalam prosedur pelaksanaanya, untuk mengoptimalkan kegiatan 
belajar kelompok, keanggotaanya sedapat mungkin bersifat heterogen baik 
dari segi kemampuan maupun karakteristik. Dengan demikian untuk 
tercapainya heterogen di dalam kelompok, guru sangat berperan penting 
dalam menyeleksi anggota dari tiap kelompok. Apabila siswa dibiarkan 
memilih kelompoknya sendiri maka hal yang terjadi adalah terjadi sifat 
homogen dan sering kali ada siswa yang tidak masuk dalam kelompok 
manapun. Dalam tehnik pelaksanaanya, guru bisa saja menggunakan 
sistem pengelompokan tidak secara acak yaitu pada saat dimana guru 
tersebut tidak mengetahui secara baik informasi siswa di kelas yang 
diajarnya. 
7.2 Teknik Pelaksanaan Kooperatif tipe Jigsaw 
 Dalam tehnik pelaksanaanya tipe Jigsaw memiliki beberapa langkah, 
hal ini lah yang membedakan kooperatif tipe Jigsaw dengan tipe yang 
lainnya, yaitu : 
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a. Tahap Pertama  
 Dalam pelaksanaanya, siswa dikelompokkan menjadi sebuah 
kelompok kecil yang terdiri dari 3-4 orang siswa per kelompok.  
b. Tahap kedua  
 Siswa diberikan wacana dan diberikan waktu lalu ditugaskan 
mempelajari materi tersebut.  Dalam kegiatanya siswa berdiskusi 
daling mengajarkan dan bekerja sama memahami wacana yang 
diberikan. 
c. Tahap ketiga  
 Setelah waktu yang diberikan selesai, lalu siswa diminta 
membuat kelompok baru dengan teman yang disukainya, dan 
nama kelompokny adalah kelompok ahli. Di dalam kelompok ahli 
siswa diberikan waktu untuk kembali berdiskusi dengan teman 1 
kelompoknya dan saling bertukar pikiran. 
d. Tahap keempat 
 Setelah waktu yang diberikan berakhir, mereka kembali ke 
kelompok awal untuk memberi tahu teman-temanya apa yang 
didapat dari diskusinya di kelompok ahli. 
e. Tahap kelima 
 Siswa mempresentasikan hasil kerjanya, lalu siswa diberikan 
semacam test uji coba pemahaman materi, hal ini guna mengetahui 
seberapa pahamnya siswa dengan materi yang diberikan setelah 
kegiatan kerja sama siswa dilakukan. 
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Table 2.2 
Struktur Kegiatan dalam Cooperative Learning tipe Jigsaw 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Kondisi awal 
Karakter 
yang 
berbeda 
Kemampuan 
pemahaman 
yang kurang 
Belum pernah 
menggunakan 
metode 
alternatif 
Alokasi waktu yang 
kurang & ketergantungan 
Pembelajaran kooperatif 
tipe Jigsaw 
Semua 
siswa 
bekerja 
sama 
dengan 
Kemampuan 
memahami 
yang baik 
Mendapat 
pencerahan 
dengan 
metode yang 
efektif 
Pembelajaran yang efektif 
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7.3 Peran Guru Dalam Kooperatif Tipe Jigsaw 
Dalam model pembelajaran kooperatif tipe jigsaw ini peran serta guru 
adalah sebagai fasilitator, mediator dan evaluator. Isjoni (2013:62) 
seorang guru yang bertindak sebagai fasilitator yaitu : 
a. Menjadi guru yang mampu menciptakan suasana kelas yang 
nyaman, dan menyenangkan. 
b. Membantu dan mendorong siswa untuk mengungkapkan dan 
menjelaskan keinginan dan pembicaraanya baik secara individu 
maupun kelompok. 
c. Membantu kegiatan-kegiatan dan menyediakan sumber atau 
peralatan serta membantu kelancaran kegiatan mereka. 
d. Membina siswa, karena siswa merupakan merupakan sumber ilmu 
untuk teman-temannya yang lain. 
Dengan kata lain, peran guru dalam pelaksanaanya yaitu, sebagai 
penghubung yang menjembatani antara pembelajaran kooperatif dengan 
permasalahan yang ada di lapangan. Selain itu seorang guru juga 
bertindak sebagai penyedia sarana pembelajaran, agar pembelajaran di 
kelas tidak membosankan.  Sedangkan peran guru sebagai evaluator yaitu, 
menilai siswa dan menilai kegiatan belajar yang sedang berlangsung.  Alat 
yang digunakan dalam proses evaluasi yaitu, test sebagai pengumpul data 
dan sebuah catatan observasi. 
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B. Penelitian yang Relevan 
Berikut merupakan penelitian relevan mengenai model pembelajaran Cooperative 
Learning tipe Jigsaw dengan penelitian dalam bidang kebahasaan. 
1. Penelitian Disa Lusiana Dewi Mahasiswi Universitas Sebelas Maret 
Fakultas Keguruan dan Ilmu Pendidikan, Surakarta 2009 
 Berikut merupakan penelitian terdahulu yang diambil dari situs 
internet http://eprints.uns.ac.id/9467/1/80892207200910121.pdf , dengan 
judul, PENERAPAN METODE KOOPERATIF TIPE JI GSAW UNTUK 
MENINGKATKAN KETERAMPILAN BERCERITA PADA SISWA 
KELAS III SDN  KARANG TALUN  TAHUN AJARAN 2008/2009 
(Penelitian Tindakan Kelas). Skripsi, Surakarta: Fakultas Keguruan dan Ilmu 
Pendidikan, Universitas Sebelas Maret, Juni 2009. Tujuan penelitian ini 
adalah untuk mendeskripsikan: (1) peningkatan kualitas proses pembelajaran 
keterampilan bercerita pada siswa kelas III SDN Karang Talun; (2) 
peningkatan kualitas hasil pembelajaran keterampilan bercerita pada siswa 
kelas III SDN Karang Talun.  Penelitian ini menggunakan pendekatan 
penelitian tindakan kelas. Subjek dalam penelitian ini adalah siswa kelas III 
SD Negeri Karang Talun yang berjumlah 36 orang. Sumber data yang 
digunakan, yaitu: (1) tempat dan peristiwa, (2) informan, dan (3) dokumen. 
Tempat dan peristiwa dalam penelitian ini yakni kegiatan pembelajaran 
keterampilan bercerita dalam mata pelajaran Bahasa Indonesia pada siswa 
kelas III SDN Karang Talun. Informan dalam penelitian ini adalah guru kelas 
dan siswa kelas III SDN Karang Talun. Dokumen yang digunakan berupa 
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rekaman aktivitas komunikatif pembelajaran keterampilan bercerita, hasil tes 
siswa, buku pendamping pelajaran Bahasa dan Sastra Indonesia, buku 
dongeng anak bergambar, rancangan pedoman pembelajaran yang dibuat 
peneliti dan guru, silabus yang ditetapkan oleh pihak sekolah, serta hasil 
angket yang diisi oleh siswa. Teknik pengumpulan data yang diterapkan, 
yaitu: (1) teknik wawancara mendalam; (2) observasi/ pengamatan; (3) teknik 
tes atau tugas; dan (4) teknik nontes berupa angket. Uji validitas yang 
digunakan adalah: triangulasi metode, sumber data, dan review informan. Data 
yang terkumpul dianalisis dengan teknik analisis interaktif, terdiri atas empat 
komponen yang mencakup komponen pengumpulan data dan tiga komponen 
kegiatan yang saling terkait satu sama lain yang meliputi reduksi data, beberan 
(display) data, dan penarikan kesimpulan.  Berdasarkan hasil penelitian dapat 
dikemukakan bahwa metode kooperatif tipe jigsaw dapat meningkatkan 
keterampilan bercerita siswa kelas III SDN  Karang Talun. Hal tersebut 
terefleksi sebagai berikut: (1) kualitas proses pembelajaran keterampilan 
bercerita mengalami peningkatan. Hal tersebut terlihat dari: minat dan 
motivasi belajar bercerita siswa meningkat, perhatian siswa terfokus untuk 
mengikuti proses pembelajaran keterampilan bercerita, siswa aktif selama 
proses pembelajaran berlangsung, (2) adanya peningkatan kualitas hasil 
pembelajaran keterampilan bercerita. Hal tersebut dapat dilihat dari nilai 
rerata siswa dan jumlah siswa yang berhasil mencapai standar ketuntasan 
belajar yang ditentukan oleh pihak sekolah sebesar 60 yaitu: pada siklus I, 
nilai rerata siswa sebesar 6,00 dan 20 dari 36 siswa berhasil mencapai standar 
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ketuntasan belajar; pada siklus II, nilai rerata siswa sebesar 7,5 dan 32 siswa 
berhasil mencapai standar ketuntasan belajar; pada siklus III, nilai rerata siswa 
sebesar 7.88 dan 32 siswa dinyatakan berhasil mencapai standar ketuntasan 
belajar.   
 Pada penelitian terdahulu yang diteliti oleh Sdr. Disa Luciana Dewi 
melalui kegiatan penelitian tindakan kelas, terdapat kesamaan dalam unsur 
instrument penelitian yaitu, wawancara, test, observasi, dan angket. Akan 
tetapi dalam hal ini penelitian terdahulu menggunakan tehnik penelitian 
tindakan kelas, dengan hasil yang memuaskan yaitu rumusan masalah yang di 
dapatnya terjawab dengan hasil penelitian. 
 
2. Penelitian Intan Dewi Dahidi Putri, Mahasiswi Jurusan Pendidikan 
Bahasa Jepang, Universitas Pendidikan Indonesia, 2014   
Berikut merupakan penelitian terdahulu yang diambil dari situs 
internet dengan judul “EFEKTIVITAS TEHNIK JIGSAW DALAM 
PEMBELAJARAN DOKKAI PADA MAHASISWA JURUSAN 
PENDIDIKAN BAHASA JEPANG UNIVERSITAS PENDIDIKAN 
INDONESIA Tahun Akademik 2013/2014”.  Adapun tujuan dari penelitian 
ini adalah untuk mengetahui efektivitas penggunaan teknik jigsaw yang 
diterapkan dalam mata kuliah dokkai pada mahasiswa semester 2 di 
Universitas Pendidikan Indonesia.  Penelitian ini menggunakan metode 
eksperimen semu atau quasi eksperimental dengan desain penelitian “One 
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Group Pretest-Posttest”. Sampel atau sumber data penelitian ini adalah 
mahasiswa semester 2 di Universitas Pendidikan Indonesia tahun ajaran 
2013/2014 pada kelas A. Instrumen yang digunakan dalam penelitian ini 
berupa tes dan angket. Dari hasil analisis data diketahui bahwa terdapat 
perbedaan yang signifikan antara hasil pretest dan posttest. Hal ini ditunjukan 
dengan perolehan nilai rata-rata pretest sebesar 68,5 dan nilai rata-rata postest 
sebesar 84,5. Selain itu dari hasil analisis data angket diketahui bahwa 
penggunaan teknik jigsaw dalam pembelajaran dokkai mendapat respon 
positif dari mahasiswa karena dalam pembelajarannya mahasiswa menjadi 
lebih percaya diri untuk mengeluarkan pendapatnya.   
Perbedaan dari penelitian terdahulu dengan penelitian ini adalah 
penelitian yang telah dilakukan oleh Sdr.Dewi Dahidi Putri yaitu terletak pada 
jenis penelitiannya, beliau menggunakan ekperimen semu atau quasi 
eksperimental, serta dari desain penelitian yang digunakan yaitu “One Group 
Pretest-Posttest”. Dalam penelitian yang telah dilakukan dengan 
menggunakan tiga jenis instrument penelitian sesuai dengan rumusan masalah 
yang diketahui yaitu, instrumen test guna mengetahui pengaruh atau tidaknya 
model pembelajaran kooperatif tipe jigsaw, instrument angket guna 
mengetahui respon siswa yang bersangkutan, dan instrument lembar observasi 
yaitu untuk mengetahui bagaimana penerapanya. 
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C. Kerangka Berpikir 
 Uma Sekaran (1992) dalam Sugiono (2009:60) menyatakan bahwa, 
kerangka berfikir merupakan model konseptual tentang begaimana teori 
berhubungan dengan beberapa faktor yang telah diidentifikasi sebagai permasalah 
yang penting.  Dalam keadaan di lapangan dan hasil wawancara dengan guru di 
SMAN 75 Jakarta. Didapati permasalahan dalam pembelajaran membaca 
pemahaman yang di dapat yaitu, siswa yang tidak heterogen, masih banyak 
ditemukannya siswa yang kemampuannya masih kurang dalam hal memahami isi 
bacaan bahasa Jepang yang mengakibatkan alokasi waktu dalam pembelajaran 
membaca pun tidak sesuai target, serta guru di sekolah tersebut pun belum pernah 
menggunakan metode alternatif dalam pembelajaranya.   
 Oleh karena itu digunakannya metode pembelajaran kooperatif tipe jigsaw 
ini diharapkan dapat mengatasi hal yang menjadi kendala dalam pembelajaran 
bahasa Jepang di SMAN 75 Jakarta.  Karena dalam kehidupan nyatanya tidak 
semua siswa dapat mengerti pelajaran yang dijelaskan gurunya, tetapi ada kalanya 
siswa lebih tertarik dan mudah mengerti dengan kerja sama dengan teman 
sebayanya.   
 Dalam hal ini kooperatif tipe Jigsaw menawarkan alternatif pengajaran 
yang dibutuhkan dalam pembelajaran membaca pemahaman bahasa Jepang di 
SMAN 75 Jakarta. Dalam tehnik pelaksanaannya kooperatif tipe Jigsaw sangat 
mengutamakan kerja sesama anggota kelompok, serta tidak mempermasalahkan 
segala macam aspek perbedaan.   
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D. Hipotesis Penelitian 
 Hipotesis penelitian ini didasarkan pada perumusan masalah yang terdapat 
pada bab 1 yaitu : 
1. Hipotesis Penelitian 
a. Penerapan model pembelajaran Cooperative learning tipe Jigsaw di 
SMAN 75 Jakarta pada mata pelajaran membaca bahasa Jepang terlaksana 
dengan baik, berdasarkan hasil observasi yang dilakukan pelaksanaanya 
sesuai dengan yang diharapkan yaitu dapat memudahkan siswa 
mengerjakan soal dengan baik secara berkelompok. 
b. Penerapan model pembelajaran Cooperative Learning tipe Jigsaw di 
SMAN 75 Jakarta terhadap pembelajaran membaca bahasa Jepang 
sangatlah berpengaruh, terbukti dengan hasil post test yang dikerjakan 
siswa setelah proses pembelajaran terjawab dengan baik, serta antusias 
siswa yang sebelumnya tidaklah semua bersemangat berubah menjadi 
bersemangat dengan diadakannya metode ini. 
c. Berdasarkan hasil kuisioner yang dibagikan kepada siswa kelas eksperimen 
dan kelas kontrol terbukti bahwa mereka menyukai penggunaan model 
pembelajaran ini, dengan alasan penyegaran dalam proses belajarnya. 
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BAB III 
METODOLOGI PENELITIAN 
 
A. Tujuan Penelitian  
Tujuan penelitian ini yaitu : 
1. Mengetahui pengaruh model pembelajaran cooperative learning tipa jigsaw 
terhadap pembelajaran membaca pemahaman bahasa Jepang siswa SMAN 75 
Jakarta. 
2. Mengetahui bagaimana penerapan model pembelajaran cooperative learning 
tipe jigsaw  terhadap pembelajaran bahasa Jepang di SMAN 75 Jakarta. 
3. Mengetahui respon siswa dari penggunaan metode pembelajaran cooperative 
learning tipe jigsaw  terhadap pembelajaran bahasa jepang membaca 
pemahaman. 
 
B. Lingkup Penelitian 
 Ruang lingkup penelitian kuantitatif ini tertuju pada pendidikan khususnya  
pembelajaran membaca pemahaman pada mata pelajaran bahasa Jepang dengan 
menggunakan model pembelajaran cooperative learning tipe jigsaw. 
 
C. Waktu dan Tempat Penelitian 
1. Waktu Penelitian  
 Waktu penelitian disesuaikan dengan silabus pembelajaran bahasa Jepang 
tahun ajaran 2015/2016 SMAN 75 Jakarta. Kegiatan penelitian ini, dilakukan 
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sebanyak empat kali tatap muka di dua kelas yang berbeda, dengan rencana 
waktu penelitian yaitu, selama 2 minggu, terhitung dimulai pada tanggal 21 
oktober 2015 sampai dengan 4 november 2015. 
 
2. Tempat Penelitian 
 Lokasi yang digunakan dalam penelitian eksperimen ini yaitu di SMAN 75 
Jakarta, tepatnya di dalam ruang kelas XII MIA II, XII MIA III.  Kelas XII 
MIA II sebagai kelas Eksperimen, kelas XII MIA III sebagai kelas Kontrol.   
 
D. Metode dan Desain Penelitian 
1. Metode Penelitian  
 Dalam penerapannya jenis metode penelitian yang digunakan adalah 
metode eksperimen. Menurut Ary (1985) dalam Sukardi (2003:180) 
menyatakan bahwa dalam penelitian eksperimen terdapat tiga hal yang 
diketahui secara umum yaitu :  
a. Variabel bebas yang dimanipulasi. 
b. Variabel lain yang mungkin di kontrol agar tetap konstan. 
c. Efek atau pengaruh manipulasi variabel bebas dan variabel terikat 
diamati secara langsung oleh peneliti. 
Dalam penelitian ini, metode penelitian yang digunakan adalah, metode 
eksperimen murni (true experimental). 
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1.1.True Experimental  
 Dikatakan True Experimental karena di dalam penelitian ini, peneliti 
dapat mengkontrol semua variabel luar yang mempengaruhi jalannya 
eksperimen. Dengan demikian validitas internal (kualitas pelaksanaan 
penelitian) dapat meningkat Sugiono (2009:75). Ciri yang signifikan dari 
True Experimental adalah, bahwa sampel yang digunakan untuk kelompok 
eksperimen maupun sebagai kelompok kontrol diambil secara random dari 
suatu populasi tertentu.   
 
2. Desain Penelitian 
2.1.Desain Penelitian Dengan Menggunakan Kelompok Kontrol 
 Dalam desain penelitian yang menggunakan kelompok kontrol ini 
terdapat dua kelompok subjek yaitu kelompok kontrol sebagai 
perbandingan yang tidak diberikan treatment dan kelompok eksperimen 
atau kelompok yang diberi treatment. Dalam penelitian ini desain 
penelitian yang digunakan yaitu posttest dan pretest only control design. 
Hal ini digunakan guna mengetahui perbandingan antara nilai kelas 
eksperimen dan kelas control sebelum dan setelah diberikan perlakuan. 
 Berdasarkan judul penelitian hendak membandingkan penggunaan 
tehnik Jigsaw dengan tehnik yang biasa digunakan dalam pembelajaran 
yaitu tehnik drill. Dalam hal ini tehnik Jigsaw di tempatkan pada kelas 
eksperimen dan untuk tehnik drill digunakan di kelas kontrol. 
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E. Populasi dan Sampel 
1. Populasi  
 Menurut Wina Sanjaya (2013:295) menyatakan bahwa populasi adalah 
satu keseluruhan yang akan di teliti. Maka dapat diambil keputusan bahwa 
dalam penelitian eksperimen ini mengambil populasi yaitu siswa-siswi SMAN 
75 Jakarta. 
 
2. Sampel 
 Menurut Wina Sanjaya (2013:295) menyatakan, yang dimaksud dengan 
sampel adalah bagian kecil dari populasi. Sharat yang paling penting dalam 
pengambilan sampel adalah jumlah sampel harus mencukupi dan profil sampel 
yang dipilih haruslah mewakili. Dalam penelitian ini jenis pengambilan sampel 
yaitu dengan tehnik Probability Sampling dengan tipe Simple Random 
Sampling. 
2.1 Simple Random Sampling 
 Dikatakan Simple dikarenakan pengambilan anggota sampel dari 
populasi dilakukan secara acak tanpa memperhatikan strata yang ada dalam 
populasi tersebut Sugiono (2009:82). Dengan pertimbangan inilah maka 
ditetapkan bahwa kelas XII MIA II sebagai kelas eksperimen, kelas XII 
MIA III sebagai kelas kontrol. 
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F. Variabel – Variabel Penelitian 
 Pada dasarnya variable adalah segala sesuatu yang akan di teliti, akan tetapi 
menurut Sugiono (2009:38) menyatakan bahwa segala sesuatu yang berbentuk apa 
saja yang ditetapkan oleh peneliti untuk dipelajari sehingga diperoleh informasi 
tentang hal tersebut, yang kemudian ditarik kesimpulan. Menurut pendapat lain 
Wina Sanjaya (2013:95) menyatakan bahwa variabel merupakan segala faktor, 
kondisi, situasi, perlakuan, dan semua tindakan yang dipakai untuk mempengaruhi 
sebuah eksperimen. Maka dalam penelitian eksperimen ini dapat ditentukan 
variabelnya, adalah sebagai berikut : 
1. Variabel Bebas (X) 
 Variabel bebas adalah kondisi atau karakteristik yang oleh peneliti 
dimanipulasi dalam rangka untuk menerangkan hubunganya dengan fenomena 
yang di obserfasi. Dalam penelitian ini variabel bebasnya adalah “Metode 
Jigsaw” 
 
2. Variabel Terikat (Y) 
 Variabel terikat adalah kondisi atau karakteristik yang berubah, yang 
muncul atau tidak muncul ketika peneliti mengintroduksi, mengubah, atau 
mengganti variabel  bebas. Dalam penelitian ini variabel terikatnya adalah 
“Pembelajaran Membaca Pemahaman Siswa SMAN 75 Jakarta”. 
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G. Definisi Konseptual 
 Berikut ini merupakan definisi yang terdapat di penelitian ini berdasarkan 
Kamus Besar Bahasa Indonesia 2005 berdasarkan judul penelitian yaitu : 
“Pengaruh Penggunaan Model Pembelajaran Cooperative  Learning Tipe Jigsaw 
Dalam Pelajaran Membaca Pemahaman Bahasa Jepang Siswa SMAN 75 
JAKARTA.” 
1. Pengaruh 
 Menurut Kamus Besar Bahasa Indonesia Edisi ke 2 (1994:747) 
menjelaskan bahwa, pengaruh adalah daya yang ada atau timbul dari suatu 
(orang, benda) yang ikut membentuk watak, kepercayaan, atau perbuatan 
seseorang. 
 
2. Model 
 Menurut Kamus Besar Bahasa Indonesia Edisi ke 2 (1994:662) 
menjelaskan bahwa, model adalah pola (contoh, acuan, ragam, dsb) dari 
sesuatu acuan yang akan dibuat atau dihasilkan. 
 
3. Kooperatif 
 Menurut Kamus Besar Bahasa Indonesia Edisi ke 2 (1994:524), 
menjelaskan bahwa, kooperatif berartikan sebagai adil dan bersifat kerja sama. 
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4. Membaca 
 Menurut Kamus Besar Bahasa Indonesia Edisi ke 2 (1994:72), 
pengertian membaca yaitu melihat isi sesuatu yang tertulis dengan teliti serta 
memahaminya dengan melisankan atau di dalam hati. 
 
5. Pemahaman  
 Menurut Kamus Besar Bahasa Indonesia Edisi ke 2 (1994:714), 
pemahaman berartikan proses, perbuatan, dan cara memahami atau 
memahamkan suatu konteks yang ada. 
 
H. Definisi Oprasional 
 Wina Sanjaya (2013:287) definisi Operasionel merupakan definisi yang 
dirumuskan oleh peneliti tentang istilah-istilah yang ada pada masalah peneliti 
dengan maksud agar menyamakan antara persepsi antara peneliti dengan orang 
yang terkait dengan penelitian . 
 Berdasarkan judul penelitian yaitu : “Pengaruh Penggunaan Model 
Pembelajaran Cooperative  Learning Tipe Jigsaw Dalam Pelajaran Membaca 
Pemahaman Bahasa Jepang Siswa SMAN 75 JAKARTA.” Maka yang dimaksud 
dalam penelitian ini adalah memberikan suatu metode alternatif dalam 
pembelajaran yang ada saat ini guna meningkatkan hasil pembelajaran dan 
meningkatkan pemahaman siswa terhadap pembelajaran bahasa Jepang khususnya 
dalam mata pelajaran membaca pemahaman.  
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I. Instrumen Penelitian 
  Instrumen penelitian ialah alat yang digunakan untuk mengumpulkan 
data penelitian. Karena alat atau instrumen ini juga menggambarkan cara 
pelaksanaanya, maka sering juga dikatakan juga sebagai tehnik penelitian Wina 
Sanjaya (2013:247). Adapun instrumen yang digunakan yaitu sebagai berikut :  
1. Observasi 
 Menurut Wina Sanjaya (2013:270), instrument observasi merupakan 
tehnik pengumpulan data dengan mengamati secara langsung maupun tidak 
langsung tentang hal yang sedang diamati dan mencatatnya pada alat observasi. 
Dalam kegiatanya setiap pertemuan yang dilakukan baik di kelas Eksperimen, 
maupun di kelas Kontrol dicatat berdasarkan sub tema mengenai keadaan kelas, 
situasi belajar, absensi, dan hal-hal apa saja yang terkait di dalam kegiatan 
pembelajaran. 
 
2. Test 
 Menurut Suharsimi Arikunto (2009:53), instrumen test merupakan alat 
atau prosedur yang digunakan untuk mengetahui atau mengukur sesuatu dalam 
suasana, dengan cara dan aturan yang telah ditentukan. Dalam penelitian ini 
jenis test yang dilakukan merupakan yaitu Pretest dan posttest atau test yang 
dilakukan di awal dan akhir pertemuan pembelajaran. Test yang di maksud 
berisikan soal esai dan soal pilihan ganda dengan perbandingan nilai yang 
berbeda. Sehingga selama 4 kali pertemuan terdapat 1 kali test yang dilakukan 
masing-masing di awal dan di akhir pertemuan. Dalam pelaksanaanya setiap 
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test dapat dikatakan baik apabila memenuhi persyaratan test yaitu harus 
melewati test validitas dan reabilitasataupun uji expert dari yang ahli dalam 
bidangnya.  
 
3. Angket 
 Angket merupaka instrumen penelitian yang berfungsi mendapatkan 
informasi tentang tanggapan siswa kelas eksperimen terhadap perlakuan yang 
telah diberikan pada mereka. Rumus yang digunakan dalam mengukur angket 
adalah : 
 
 
 
 
J. Uji Kelayakan Instrumen 
Suatu test dapat dikatakan baik apabila telah melewati uji kelayakan 
validitas dan reabilitas. Maka sebelum test diajukan kepada sempel kelas 
eksperimen dan kelas kontrol, perlulah peneliti melakukan uji kelayakan test 
terlebih dahulu. 
1. Rumus Validitas  
 Rumus yang digunakan dalam menguji validitas dalam penelitian ini 
adalah rumus kolerasi produk moment dengan angka kasar : 
 
𝑃 =
𝑓
𝑛
 𝑥 100% 
Keterangan : 
 P : Presentase frekwensi dari setiap jawaban responden. 
 f : Frekwensi dari setiap jawaban responden 
 n : Jumlah Responden. 
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2. Rumus Reliabilitas 
 Reabilitas sangat erat hubunganya dengan kepercayaan, suatu test dapat 
dikatakan mempunyai taraf kepercayaan yang tinggi jika test tersebut dapat 
memberikan hasil yang tetap. Rumus reliabilitas yang digunakan dalam 
penelitian ini adalah : 
 
 
 
Besarnya koefisien kolerasi sebagai berikut : 
a. 0,00 – 0,20 = Sangat Rendah. 
b. 0,20 – 0,40 = Rendah. 
c. 0,40 – 0,60 = Cukup. 
d. 0,60 – 0,80 = Tinggi. 
e. 0,80 – 1,00 = Sangat Tinggi. 
 
rxy = 
2𝑟
1
2
 
1
2  
 1+𝑟
1
2
 
1
2
 
 
Keterangan : 
 R xy : Koefisien kolerasi antara variabel X dan variabel Y. 
 N : Banyak siswa. 
 X : Soal yang bernomer ganjil yang dijawab siswa. 
 Y : Soal genap yang dijawab siswa. 
Keterangan : 
 rxy : Koefisien reliabilitas yang telah di  
  sesuaikan. 
 r1/2.1/2 : Kolerasi antara skor-skor setiap  
bahan test. 
𝑁  𝑋𝑌 − ( 𝑋). ( 𝑌)
 [𝑁 𝑋2 − ( 𝑋)2]. [𝑁 𝑌2 − ( 𝑌)2]
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K. Teknik Analisis Data 
 Setelah mendapat hasil nilai pretest dan posttest tindakan selanjutnya 
adalah mengolah data angka tersebut menjadi sebuah kesimpulan yang valid. 
Dalam penelitian eksperimen yang menggunakan angka sebagai datanya maka 
perhitungan penelitian ini maka, datanya pun akan di olah dengan menggunakan 
rumus statistik. 
 Dalam penelitian eksperimen, tidak hanya data pretest dan posttest saja 
yang menjadi data utama, akan tetapi terdapat pula data yang menyatakan 
pendapat responden mengenai treatmen yang diterima responden selama penelitian 
dilakukan. Perhitungan angket/kuisioner tidak sama dengan perhitungan yang 
diperuntukan untuk data utama, akan tetapi dalam perhitunganya tetap 
menggunakan rumus statistik.  
 Berikut merupakan rumus-rumus statistik yang digunakan untuk mengolah 
angka/data pada penelitian ini : 
1. Rumus Statistik Pengolahan Data Pretest dan Posttest 
a. Mencari rata-rata (mean) dari kedua variabel 
 
Mx = 
  
 1
    dan  My = 
  
 2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Keterangan : 
Mx =  Rata-rata variabel X 
∑x =  Jumlah variabel X 
N1 =  Jumlah anggota variabel X 
My =  Rata-rata variabel Y 
∑y =  Jumlah variabel Y 
N2 =  Jumlah anggota variabel Y 
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Dedi Sutedi (2009:195) 
 
b. Mencari Standar Deviasi 
 
 
Sdx = √
  2
 1
  Sdy = √
  2
 2
 
 
 
 
 
Dedi Sutedi (2009:195) 
 
 
c. Mencari Standar Error Mean masing-masing variabel 
 
 
SEMx = 
   
√  1
    SEMy = 
   
√  1
 
 
 
 
 
 
Dedi Sutedi (2009:195) 
 
 
 
 
 
Keterangan : 
Sdx =  Standar deviasi variabel X 
Sdy =  Standar deviasi variabel Y 
∑x =  Jumlah variabel X 
n1 =  Jumlah anggota variabel X 
∑y =  Jumlah variabel Y 
n2 =  Jumlah anggota variabel Y 
 Keterangan : 
SEMx =  Standar error variabel X 
SEMy =  Standar error variabel Y 
Sdx =  Standar deviasi variabel X 
Sdy =  Standar deviasi variabel Y 
n1 =  Jumlah anggota variabel X 
n2 =  Jumlah anggota variabel Y 
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d. Mencari Standar Error perbedaan antara kedua variabel 
 
 
SEMx y =     2      2 
 
 
 
 
Dedi Sutedi (2009:195) 
 
  Keterangan : 
SEMx y  =  Standar error perbedaan mean X dan Y 
SEMx  =  Standar error variabel X 
SEMy  =  Standar error variabel Y 
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BAB IV 
HASIL PENELITIAN 
A. Deskripsi Data 
1. Deskripsi Kegiatan di Kelas 
 Penelitian ini dilaksanakan pada semester genap tahun ajaran 
2015/2016 di SMAN 75 Jakarta. Sampel dalam penelitian ini menggunakan 
dua kelas yang berbeda, yaitu kelas Eksperimen dan kelas Kontrol. Kelas 
eksperimen yaitu kelas yang seluruh siswanya diberikan perlakuan, menempati 
kelas XII MIA 2. Sedangkan untuk kelas kontrol, yaitu kelas yang tidak 
diberikan perlakuan menempati kelas XII MIA 3. Kegiatan ini dilakukan 
selama 2 minggu dalam 4 kali tatap muka di setiap kelasnya. Terhitung dari 
tanggal 21 Oktober 2015 sampai dengan tanggal 4 November 2015. Durasi 
penelitian di setiap kelasnya adalah 2 x 45 menit atau dua jam pelajaran. Model 
pembelajaran yang digunakan kelas eksperimen yaitu model pembelajaran 
Cooperative Learning tipe jigsaw, sedangkan untuk kelas Kontrol metode yang 
digunakan adalah metode Drill. Metode Drill merupakan metode yang biasa 
digunakan dalam pengajaranya. Dalam pelaksanaanya, setiap kelas baik kelas 
eksperimen maupun kelas kontrol masing-masing diberikan soal Pretest yang 
diberikan pada awal pertemuan dan Posttest yang diberikan di akhir pertemuan. 
Kedua test ini guna mengetahui perbandingan kemampuan sebelum dan 
sesudah diberikan perlakuan. Setelah diberikannya seluruh perlakuan termasuk 
pretest dan posttest, selanjudnya di akhir pertemuan siswa diberikan beberapa 
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lembar angket yang terdiri dari soal yang berisikan hal-hal yang menyangkut 
dengan pendapat siswa mengenai penggunaan model pembelajaran kooperatif 
tipe jigsaw terhadap pembelajaran membaca pemahaman Bahasa Jepang yang 
diterima siswa selama 4 kali pertemuan.  
 
2. Deskripsi Rancangan Kegiatan Kelas 
 Berdasarkan susunan RPP yang telah dirancang, selama kurang lebih 
90 menit di setiap pertemuannya di kelas XII MIA 2 sebagai kelas Eksperimen 
dan kelas XII MIA 3 sebagai kelas Kontrol maka, dapat dijelaskan perincian 
kegiatan yang dirancang dan yang terjadi di kelas Eksperimen dan kelas 
Kontrol yaitu : 
1.1.Deskripsi Rancangan Kegiatan di Kelas Eksperimen 
a. Pendahuluan 
Kegiatan ini dilakukan selama 5 menit. 
1) Menyapa siswa serta mengabsen kehadiran siswa di setiap 
pertemuan. 
b. Kegiatan Awal 
Kegiatan ini dilakukan selama 15 menit. 
1) Memberikan soal Pretest (hanya untuk awal pertemuan). 
2) Menjelaskan tema pembelajaran yang akan dibahas pada hari 
tersebut. 
3) Bertanya kepada siswa masihkah mereka mengingat tentang tema 
pelajaran yang akan dibahas. 
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4) Memberikan penjelasan singkat tentang materi yang akan diajarkan. 
5) Mengelompokkan siswa. 
c. Kegiatan Inti  
Kegiatan inti dilakukan selama 40 menit. 
1) Guru memerintahkan siswa berkumpul dengan anggota kelompok 
yang telah di tetapkan. 
2) Guru memberikan lembar wacana membaca pemahaman Bahasa 
Jepang dengan menggunakan teks romaji lalu sesama anggota 
kelompok membahasnya bersama. 
3) Setelah waktu yang diberikan untuk membahas dengan anggota 
awal selesai, selanjudnya siswa membentuk kelompok ahli dan 
anggotanya tidak boleh satu kelompok dengan anggota awalnya, 
lalu membahasnya bersama. 
4) Setelah waktu yang diberikan untuk berdiskusi dengan kelompok 
ahli selesai, selanjudnya siswa kembali ke kelompok awal dan 
saling berdiskusi mengenai hasil yang di dapat dari berdiskusi 
dengan kelompok ahli. 
5) Dan di akhir kegiatan diskusi, siswa di tunjuk secara acak oleh guru 
untuk menjawab setiap soal yang terdapat dalam wacana.  
6) Siswa diberikan soal Posttest (hanya di akhir pertemuan). 
d. Kegiatan Akhir 
Kegiatan ini dilakukan selama 5 menit. 
1) Guru memberikan Angket (hanya di akhir pertemuan). 
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1.2.Deskripsi Rancangan Kegiatan Kelas Kontrol 
 Berdasarkan RPP, selama kurang lebih 90 menit di setiap 
pertemuannya  kelas XII MIA 3 sebagai kelas kontrol maka, dapat 
dijelaskan perincian kegiatan yang dirancang dan yang terjadi di kelas 
Kontrol yaitu : 
a. Pendahuluan 
1) Salam kepada siswa 
2) Mengabsen siswa di setiap pertemuan 
b. Kegiatan Awal 
1) Guru memberikan lembar soal Pretest (hanya untuk awal 
pertemuan) 
2) Guru  menjelaskan tentang tema pelajaran yang akan dibahas. 
3) Guru bertanya mengenai ingatan siwa tentang materi pelajaran 
tersebut. 
4) Memberikan penjelasan singkat tentang materi. 
5) Guru memberikan lembar wacana membaca pemahaman Bahasa 
Jepang  dengan teks romaji. 
c. Kegiatan Inti 
1) Guru memberikan waktu untuk siswa memahami isi kandungan 
bacaan. 
2) Setelah waktu yang diberikan selesai maka, membahas makna isi 
wacananya bersama siswa. 
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3) Siswa diminta membaca per tanda berhenti dan memberikan 
deskripsi penjelasannya. 
4) Setelah semua siswa telah ditunjuk untuk membacakan deskripsi 
penjelasan per tanda berhenti, lalu dilanjutkan dengan guru memilih 
beberapa siswa untuk menjelaskan deskripsi penjelasan secara 
keseluruhan. 
5) Siswa ditunjuk secara acak untuk menjawab pertanyaan yang tertera 
dalam teks wacana maupun yang dibuat sendiri oleh guru. 
6) Siswa diberikan posttest (hanya untuk di akhir pertemuan)  
 
2. Deskripsi Hasil Observasi  
2.1.Deskripsi Kegiatan Observasi di Kelas Eksperimen 
a. Pertemuan Pertama 
 Pertemuan pertama dalam penelitian membaca pemahaman di 
kelas XII MIA 2 berlangsung pada hari Rabu, tanggal 21 Oktober 2015 
pukul 12.15 sampai dengan pukul 14.15. Sebelum kegiatan belajar dimulai, 
guru sedikit memberikan penjelasan tentang maksud dan tujuan datang 
mengajar kembali di SMAN 75. Di waktu yang bersamaan pula guru 
menerangkan tentang tehnik dan struktur pelaksanaan model pembelajaran 
Cooperative Learning tipe Jigsaw kepada siswa di kelas eksperimen. Ketika 
kegiatan belajar mengajar dimulai, siswa belum siap secara keseluruhan, 
karena kondisinya yang baru saja isoma dan selepas pelajaran olahraga, 
banyak siswa yang berganti pakaian dan sebagainya. Setelah semua siswa 
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telah masuk, barulah guru mengabsen kehadiran siswa, dan didapati 5 orang 
siswa tidak hadir di dalam kelas, 4 orang dispend karena ada kegiatan 
ekskul dari sekolah dan 1 orang siswa sakit. Setelah absensi selesai, maka 
guru membagikan soal pretest dan siswa pun mengerjakan soalny masing-
masing secara tertib. 
 Dalam praktek Jigsaw di dalam kelas, siswa dapat dikatakan 
tertib dalam pelaksanaanya karena dalam walaupun ada beberapa siswa 
yang terlihat malas karena kelelahan tetapi tidak mengganggu teman-
temanya belajar. Dimulai dari pembagian anggota kelompok, siswa secara 
langsung berdiri dan menemui teman satu kelompoknya serta duduk di meja 
yang telah diatur posisinya oleh guru. Kemudian guru membagikan lembar 
wacana teks kepada perwakilan dari setiap kelompok. Setiap anggota 
kelompok kelompok mendapat 1 lembar wacana. Dalam tahap awal Jigsaw 
ini siswa terlihat tertib dan tidak gaduh, walaupun terdapat beberapa siswa 
yang tidak mengikuti instruksi guru yaitu menggunakan kamus internet 
untuk  mengartikan wacana. 
 Setelah diskusi berakhir siswa ditunjuk secara acak oleh guru 
untuk mendeskripsikan hasil dari kerja tiap kelompoknya. Dalam 
prakteknya siswa yang ditunjuk mampu untuk membacakan isi kandungan 
teks. 
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b. Pertemuan Kedua 
 Pertemuan kedua dalam penelitian membaca pemahaman di 
kelas Eksperimen XII MIA 2 berlangsung pada hari Kamis, Tanggal 22 
Oktober 2015 pukul  06.45 sampai dengan pukul  08.15. Di pertemuan 
kedua ini terdapat 2 siswa yang tidak hadir, 1 orang siswa karena dispend 
dan 1 orang siswa lagi karena sakit. Pertemuan kedua berlangsung lebih 
baik dari pada di pertemuan pertama. Penulis dapat menyimpulkan faktor ini 
tidak terlepas dari waktu pelajaran yang dimulai pada jam pertama. Siswa 
yang masih segar pikiranya dapat dengan mudah mencerna materi singkat 
yang diberikan guru. Kegiatan di kelompok asal terlihat sangat tertib, tidak 
ada yang berbuat gaduh, semua bekerja sama dengan baik, dan tidak terlihat 
siswa yang menggunakan kamus internet. Demikian juga pada praktek di 
kelompok ahli, semua bekerja sama dengan baik sampai waktu yang 
ditentukan selesai. 
 Setelah kegiatan jigsaw selesai, siswa berebut untuk 
menceritakan isi dari wacana yang diberikan hari ini, serta untuk pertanyaan 
yang diajukan siswa dapat dengan  mudah menjawabnya. 
c. Pertemuan Ketiga 
 Pertemuan ketiga dalam penelitian membaca pemahaman di 
kelas Eksperimen XII MIA 2 berlangsung pada hari Jum’ad, Tanggal 30 
Oktober 2015 pukul  06.45 sampai dengan pukul  08.15. Penelitian di hari 
ke 3 ini seharusnya berlangsung pada hari rabu tanggal 28 Oktober 2015 
pukul 12.15 sampai dengan 14.15, akan tetapi karena pada hari tersebut ada 
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kegiatan pensi dari sekolah, maka kegiatan belajar di tiadakan. Di 
pertemuan ketiga ini terdapat 7 siswa yang tidak hadir, 4 orang siswa karena 
dispend dan 3 orang siswa lagi karena datang terlambat dan tidak bisa 
mengikuti pelajaran di jam pertama. 
 Pada hari keriga penelitian di kelas Eksperiman, kondisi kelas 
yang terpantau sangat kondusif seperti hari kedua, siswa setelah dibacakan 
nama anggota kelompoknya, dengan segera menuju tempat yang sudah 
ditentukan per kelompoknya. Sebelum memulai pemberian treatment, siswa 
diberikan sedikit motivasi untuk lebih menggunakan tehnik-tehnik yang di 
tetapkan di awal pembelajaran agar siswa lebih mudah dalam pembelajaran 
dan siswa tidak merasa bosan dengan tehnik pembelajaran yang terus 
menerus mereka terima.  
 Siswa terlihat sangat mudah untuk menyelesaikan tugasnya. 
Terlihat dari waktu yang diberikan sebelum membentuk kelompok ahli 
siswa hampir semuanya telah menyelesaikan tugasnya. Setelah membentuk 
kelompok ahli, siswa saling bekerja sama untuk menjawab soal yang 
tersedia. Hal ini membuat alokasi waktu tidak berjalan sesuai rencana RPP, 
dan untuk mengoptimalisasi waktu yang masih panjang, guru meminta 
siswa membuat suatu rangkuman cerita dengan bahasa mereka sendiri agar 
terkesan asik saat dibacakan di hadapan teman-temannya. 
d. Pertemuan Keempat/Terakhir 
 Pertemuan terakhir atau keempat dalam penelitian membaca 
pemahaman di kelas Eksperimen XII MIA 2 berlangsung pada hari Rabu, 
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Tanggal 4 November 2015 pukul 12.15 sampai dengan pukul  13.45. 
Pertemuan keempat ini hanya terdapat 1 orang siswa yang tidak hadir di 
dalam  kelas karena alasan sakit. 
 Dalam pelaksanaanya siswa kelas Eksperimen mengeluhkan rasa 
bosan dengan kegiatan dan cara belajar yang terus dilakukan. Siswa merasa 
lelah karena terlalu banyak materi dari pelajaran lain yang diterima pada 
hari tersebut. Ketika harus diminta untuk belajar dengan lembar wacana, 
mereka pun mengeluhkan merasa lelah. Dengan memberikan sedikit 
motivasi bahwa wacana yang akan dikerjakan hari ini tidak lebih sulit dari 
wacana sebelumnya dan meyakinkan bahwa siswa pasti bisa melakukanya 
dengan membandingkan dengan kegiatan di kelas Kontrol, membuat siswa 
kembali bersemangat untuk belajar. 
 Situasi dan kondisi siswa di dalam kelas pada pertemuan terakhir 
sangat berisik dibanding pertemuan di hari sebelumya, ditambah dengan 
keadaan siswa yang masih lelah setelah menjalani pelajaran Penjaskes, 
membuat siswa banyak yang terlihat santai dan sulit untuk diajak kerjasama, 
akan tetapi ketika siswa diminta berkumpul dengan teman sesuai kelompok, 
siswa dengan sigap langsung berkumpul dengan temannya sesuai arahan. 
 Dalam kegiatan dikelas, siswa terkendala dengan banyaknya 
kosa kata yang telah lupa, dengan dibantu oleh guru Bahasa Jepang yang 
ikut mengawas di dalam ruangan serta netif dan teman-teman PKM, siswa 
pun terbantu dengan kehadirannya. Dalam waktu yang tidak begitu lama 
wacana pun selesai, baik di kelompok awal maupun di kelompok ahli 
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terlihat sekali kekompakan siswa saling mengajarkan kepada temannya yang 
malas, maupun yang tidak mengerti dengan isi wacana. Mereka saling 
bertanya, dan dapat disimpulkan tujuan pembelajaran telah tercapai. 
2.2.Deskripsi Kegiatan Observasi di Kelas Kontrol 
a. Pertemuan Pertama 
 Pertemuan pertama dalam penelitian membaca pemahaman di 
kelas Kontrol XII MIA 3 berlangsung pada hari Rabu, tanggal 21 Oktober 
2015 pukul 08.15 sampai dengan pukul 10.15. Di pertemuan pertama 
penelitian kelas Kontrol terdapat enam orang siswa yang tidak dapat 
mengikuti pelajaran di sekolah, 1 orang siswa tidak ada kabar (Alfa), 3 
orang siswa sakit, dan 2 orang siswa dispend.  
 Dalam pelaksanaanya, siswa kelas Kontrol di ajarkan membaca 
pemahaman dengan tehnik dril. Pada awal pertemuan siswa diminta untuk 
memahami isi wacana sendiri dengan durasi waktu yang ditentukan guru. 
Setelah waktu selesai siswa diminta untuk membaca wacana Bahasa Jepang 
per tanda berhenti lalu menyebutkan maknanya. Kegiatan ini terus 
berlangsung sampai wacananya telah di bacakan semua. Setelah itu siswa 
ditunjuk dan menjawab pertanyaan yang tersapat di dalam wacana ataupun 
pertanyaan yang sengaja di rahasiakan. Langkah terakhir adalah meminta 
perwakilan siswa untuk menjabarkan hasil kerjanya secara keseluruhan. 
 Dalam pertemuan pertama ini situasi kelas kondusif, tidak 
banyak siswa yang mengobrol sendiri ataupun bercanda. Semua terfokus 
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pada pembelajaran, akan tetapi permasalahan masih terletak pada 
penggunaan kamus internet. 
b. Pertemuan Kedua 
 Pertemuan kedua dalam penelitian membaca pemahaman di 
kelas Kontrol XII MIA 3 berlangsung pada hari Kamis, tanggal 22 Oktober 
2015 pukul  06.45 sampai dengan pukul  08.15. Pada pertemuan kedua ini 
terdapat beberapa siswa yang tidak dapat mengikuti kegiatan belajar 
dikarenakan tidak masuk tanpa kabar (Alfa) ada 3 orang  siswa.  
 Dalam pelaksanaanya, siswa melakukan tehnik yang sama 
seperti di pertemuan pertama, jeda waktu siswa untuk memahami wacana 
lebih cepat apabila dibandingkan dengan pertemuan pertama. Menurut siswa, 
wacana kedua terbilang jauh lebih mudah dipahami daripada wacana yang 
pertama. Keadaan kelas cukup gaduh karena tugas yang diberikan kepada 
siswa lebih cepat selesai. Dari segi pemaknaan wacana siswa masih 
mengalami kesulitan dalam menjelaskan makna wacana. Bahasa yang 
digunakan masih terbilang kaku.  
c. Pertemuan Ketiga 
 Pertemuan ketiga dalam penelitian membaca pemahaman di 
kelas Kontrol XII MIA 3 berlangsung pada hari Kamis, Tanggal 29 Oktober 
2016 pukul  06.45 sampai dengan pukul  08.15. Penelitian di hari ke 3 ini 
seharusnya berlangsung pada hari rabu tanggal 28 Oktober 2015 pukul 
08.15 sampai dengan 09.45, akan tetapi karena pada hari tersebut ada 
kegiatan pensi dari sekolah, maka kegiatan belajar di tiadakan. Di 
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pertemuan kedua ini terdapat 13 siswa yang tidak dapat hadir, 9 orang siswa 
karena dispen, 1 orang siswa lagi karena sakit, dan 3 orang siswa tidak ada 
kabar (Alfa). 
 Kondisi kelas kontrol di pertemuan ketiga ini terbilang gaduh, 
banyak siswa laki-laki yang duduk di bangku belakang yang berisik dan 
membuat kegaduhan dengan menyelak ucapan guru yang sedang 
memberikan sedikit materi yang akan diajarkan. Cara yang efektif agar 
siswa kembali tenang dan situasi pembelajaran kembali kondusif yaitu 
dengan memberikan sedikit cerita diluar pembelajaran. Dalam hal ini guru 
memberikan cerita mengenai sulitnya menghadapi skripsi yang nanti akan 
dihadapi siswa yang akan berkuliah. Siswa pun menyimak dengan baik dan 
situasi gaduh pun berubah menjadi banyak yang bertanya mengenai hal 
yang diceritakan. 
 Setelah situasi kembali kondusif untuk belajar, selanjudnya guru 
pun membagikan lembar wacana ke 3 dan pembelajaran berjalan seperti 
biasa. Untuk materi, siswa berpendapat materi hari ini sangat mudah dan 
tidak membutuhkan waktu yang lama, siswa pun dapat menyelesaikan 
tugasnya.  
d. Pertemuan Keempat/Terakhir 
 Pertemuan keempat atau terakhir dalam penelitian membaca 
pemahaman di kelas Kontrol XII MIA 3 berlangsung pada hari Rabu, 
Tanggal 4 November 2015 pukul  08.15 sampai dengan pukul  09.45. Di 
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pertemuan keempat ini, hanya terdapat 1 orang siswa yang tidak hadir 
karena alasan dispen.  
 Keadaan di kelas pada pertemuan keempat di kelas Kontrol 
keadaan kelas kondusif. Fokusnya siswa dengan materi bahan ajar yang 
diberikan membuat keadaan kelas terlihat sepi. Walaupun pada awalnya 
siswa merasa bosan harus belajar membaca memahami. Dengan 
memberikan sedikit motivasi kepada siswa dan cerita kepada siswa 
membuat situasi kelas kembali siap menghadapi pelajaran dengan materi 
yang diberikan. Terlihat sekali siswa yang memahami isi materi dan yang 
tidak memahami isi materi, tidak sedikit siswa yang bertanya kesana kemari 
dengan temanya ketika diberikan waktu untuk memahaminya terlebih 
dahulu. 
 Dalam kegiatan belajar mengajar di dalam kelas, setiap siswa 
terlihat kebingungan dengan banyaknya kosa kata yang telah lupa, sama 
seperti di kelas Eksperimen, dengan dibantu oleh guru dan netiv yang ada di 
dalam  ruangan, siswa pun merasa terbantu.  
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3. Deskripsi Hasil Nilai Pretest 
3.1. Deskripsi Nilai Pretest Kelas Eksperimen 
           Tabel .4.1 
       Hasil Pretest Kelas Eksperimen  XII MIA 2 
Nama Siswa Nilai Pretest 
Sampel 1 6.0 
Sampel 2 6.5 
Sampel 3 7.0 
Sampel 4 6.0 
Sampel 5 6.0 
Sampel 6 6.0 
Sampel 7 5.5 
Sampel 8 7.0 
Sampel 9 7.0 
Sampel 10 5.0 
Sampel 11 4.0 
Sampel 12 6.5 
Sampel 13 7.5 
Sampel 14 7.0 
Sampel 15 6.0 
Sampel 16 7.0 
Sampel 17 7.5 
Sampel 18 8.0 
Sampel 19 8.0 
Sampel 20 7.5 
Sampel 21 7.0 
Sampel 22 5.5 
Sampel 23 6.0 
Sampel 24 6.5 
Sampel 25 6.0 
Sampel 26 6.5 
Sampel 27 5.5 
Sampel 28 5.5 
Sampel 29 6.5 
Sampel 30 6.0 
Jumlah  192 
Rata-rata 6.4 
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3.2.Deskripsi Nilai Pretest Kelas Kontrol 
 
   Tabel .4.2 
             Hasil Pretest Kelas Kontrol  XII MIA 3 
Nama Siswa Nilai Pretest 
Sampel 1 6.0 
Sampel 2 6.5 
Sampel 3 7.0 
Sampel 4 7.5 
Sampel 5 7.5 
Sampel 6 7.0 
Sampel 7 7.0 
Sampel 8 6.0 
Sampel 9 5.5 
Sampel 10 7.0 
Sampel 11 7.0 
Sampel 12 6.0 
Sampel 13 7.0 
Sampel 14 6.5 
Sampel 15 4.5 
Sampel 16 7.5 
Sampel 17 9.5 
Sampel 18 7.0 
Sampel 19 7.0 
Sampel 20 6.5 
Sampel 21 5.5 
Sampel 22 5.0 
Sampel 23 7.5 
Sampel 24 7.0 
Sampel 25 7.0 
Sampel 26 7.0 
Sampel 27 7.5 
Sampel 28 7.0 
Sampel 29 6.0 
Sampel 30 6.0 
 Jumlah  201 
Rata-rata 6.7 
 
 
 
 
 
 
 
 
66 
 
4. Deskripsi Hasil Nilai Posttest 
4.1.Deskripsi Nilai Posttest Kelas Eksperimen 
Tabel 4.3. 
Hasil Uji Posttest Kelas Eksperimen 
Nama Sampel Nilai Posttest 
Sampel 1 9.0 
Sampel 2 10 
Sampel 3 9.5 
Sampel 4 8.0 
Sampel 5 8.5 
Sampel 6 9.0 
Sampel 7 8.0 
Sampel 8 8.5 
Sampel 9 9.0 
Sampel 10 8.0 
Sampel 11 8.0 
Sampel 12 7.0 
Sampel 13 7.5 
Sampel 14 8.0 
Sampel 15 9.0 
Sampel 16 9.5 
Sampel 17 9.5 
Sampel 18 9.5 
Sampel 19 8.5 
Sampel 20 8.5 
Sampel 21 7.5 
Sampel 22 8.5 
Sampel 23 10 
Sampel 24 9.5 
Sampel 25 8.0 
Sampel 26 7.5 
Sampel 27 7.5 
Sampel 28 9.5 
Sampel 29 9.0 
Sampel 30 9.0 
Jumlah  258.5 
Rata-rata 8.61 
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4.2.Deskripsi Nilai Posttest Kelas Kontrol 
Table 4.4. 
Hasil Uji Posttest Kelas Kontrol 
Nama Sampel Nilai Posttest 
Sampel 1 7.5 
Sampel 2 9.0 
Sampel 3 7.5 
Sampel 4 9.0 
Sampel 5 8.0 
Sampel 6 9.0 
Sampel 7 9.5 
Sampel 8 9.0 
Sampel 9 9.0 
Sampel 10 8.0 
Sampel 11 8.5 
Sampel 12 8.5 
Sampel 13 9.5 
Sampel 14 9.5 
Sampel 15 8.0 
Sampel 16 9.0 
Sampel 17 8.0 
Sampel 18 8.0 
Sampel 19 9.5 
Sampel 20 9.5 
Sampel 21 8.0 
Sampel 22 8.0 
Sampel 23 7.5 
Sampel 24 9.5 
Sampel 25 9.5 
Sampel 26 8.0 
Sampel 27 8.5 
Sampel 28 9.0 
Sampel 29 9.5 
Sampel 30 9.0 
Jumlah  260 
Rata-rata 8.66 
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Table 4.5. 
Perhitungan Statistik 
No 
 
X Y x y x² y² 
Sampel 1 3.0 1.5 0.8 -0.5 0.64 0.25 
Sampel 2 3.5 2.5 1.3 0.5 1.69 0.25 
Sampel 3 2.5 0.5 0.3 -1.5 0.09 2.25 
Sampel 4 2.0 1.5 -0.2 -0.5 0.04 0.25 
Sampel 5 2.5 0.5 0.3 -1.5 0.09 2.25 
Sampel 6 3.0 2.0 0.8 0 0.64 0 
Sampel 7 2.5 2.5 0.3 0.5 0.09 0.25 
Sampel 8 1.5 3.0 -0.7 1.0 0.49 1.0 
Sampel 9 2.0 3.5 -0.2 1.5 0.04 2.25 
Sampel 10 3.0 1.0 0.8 -1.0 0.64 1.0 
Sampel 11 4.0 1.5 1.8 -0.5 3.24 0.25 
Sampel 12 0.5 2.5 -1.7 0.5 2.89 0.25 
Sampel 13 0 2.5 -2.2 0.5 4.84 0.25 
Sampel 14 1.0 3.0 -1.2 1.0 1.44 1.0 
Sampel 15 3.0 3.5 0.8 1.5 0.64 2.25 
Sampel 16 2.5 1.5 0.3 -0.5 0.09 0.25 
Sampel 17 2.0 -1.0 -0.2 -3.0 0.04 9.0 
Sampel 18 1.0 1.0 -1.2 -1.0 1.44 1.0 
Sampel 19 0.5 2.5 -1.7 0.5 2.89 0.25 
Sampel 20 1.0 3.0 -1.2 1.0 1.44 1.0 
Sampel 21 0.5 2.5 -1.7 0.5 2.89 0.25 
Sampel 22 3.0 3.0 0.8 1.0 0.64 1.0 
Sampel 23 4.0 0.5 1.8 -1.5 3.24 2.25 
Sampel 24 3.0 2.5 0.8 0.5 2.89 0.25 
Sampel 25 2.0 2.5 -0.2 0.5 0.04 0.25 
Sampel 26 1.0 1.0 -1.2 -1.0 1.44 1.0 
Sampel 27 2.0 1.0 -0.2 -1.0 0.04 1.0 
Sampel 28 4.0 2.0 1.8 0 3.24 0 
Sampel 29 2.5 3.5 0.3 1.5 0.09 2.25 
Sampel 30 3.0 3.0 0.8 1.0 0.64 1.0 
Jumlah  66 60 0 0 38.55 34.5 
Rata-rata 2.2 2.0     
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5. Menghitung Variabel (X) dan Variabel (Y) 
 (                            ) 
 
6. Menghitung Rata-rata (MEAN) 
  MX = 
∑ 
  
    MY = 
∑ 
  
 
  ∑X = 66    ∑Y = 60 
  ∑N = 30    ∑N = 30 
  MX = 
  
  
    MY = 
  
  
  
  MX = 2.2    MY = 2.0 
 
7. Menghitung Standar Deviasi (SD) 
SDx = √
∑  
  
    SDy = √
∑  
  
 
SDx = √
     
  
   SDy = √
    
  
 
SDx = √        SDy = √     
SDx  = 1.133578405   SDy  = 1.072380529 
SDx = 1.13    SDy = 1.07 
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8. Menghitung Standar Eror (SEM) 
SEMx = 
   
√    
    SEMy = 
   
√    
 
SEMx  = 
    
√    
    SEMy = 
    
√    
 
SEMx  = 
    
√  
     SEMy = 
    
√  
 
SEMx   = 
    
    
     SEMy = 
    
    
 
SEMx   = 0.210037147   SEMy = 0.198884758 
SEMx   = 0.21     SEMy = 0.19 
 
9. Menghitung Standar Eror 
SEMxy  = √            
SEMxy  = √            
SEMxy  = √              
SEMxy  = √       
SEMxy  = 0.283196045 
SEMxy  = 0.3 
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10. Menghitung T hitung 
 
t =  
     
     
 
t =  
       
   
 
t =  
   
   
 
t = 0.66666666 
t = 0.7 
 
11. Mencari Taraf Signifikasi Menggunakan Derajat Keberhasilan (db) 
db = (N1 + N2) – 2 
db = ( 30 +30) – 2 
 db = 60 – 2 
 db = 58 
 
12. Memberikan interpretasi : 
 Hipotesis kerja (Hk) :  
Terdapat efektivitas model pembelajaran cooperative learning tipe 
jigsaw dalam pembelajaran Membaca Pemahaman Siswa SMAN 
75 Jakarta.  
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 Hipotesis nol (H0) : 
Tidak terdapat efektivitas model pembelajaran cooperative 
learning teknik jigsaw dalam pembelajaran dokkai II. 
 
13. Memberikan interpretasi dengan menggunakan ttabel : 
 thitung ≤ ttabel :  Ho diterima dan Hk ditolak 
 thitung ≥ ttabel :  Hk diterima dan H0 ditolak 
Dengan diketahui (db) sebesar 58, maka taraf uji proporsinya 
adalah sebagai berikut : 
 Nilai ttabel 0.05 dari nilai (db) 58 adalah = 2.021 
 
14. Kesimpulan Penelitian 
 Kesimpulan dari hasil perhitungan nilai Posttest di kelas 
Eksperimen dan kelas Kontrol adalah : 
 thitung  ≤  ttabel 
 thitung dengan  nilai 0.7 lebih kecil dari Ttabel dengan nilai 2.021 
Karena thitung lebih kecil dari pada ttabel, maka, dapat dinyatakan 
bahwa H0 diterima dan Hk ditolak. Berdasarkan hasil penelitian yang 
telah dilakukan di SMAN 75 Jakarta maka dapat disimpulkan bahwa 
tidak terdapat pengaruh yang signifikan dalam penggunaan Model 
Pembelajaran Cooperative Learning tipe Jigsaw terhadap 
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Pembelajaran Membaca Pemahaman di kelas XII MIA 2 atau kelas 
Eksperimen.  
 
B. Hasil Kuisioner / Angket 
Pada penelitian ini, angket hanya diberikan kepada kelas eksperimen untuk 
mengetahui tanggapan siswa mengenai model pembelajaran cooperative learning 
teknik jigsaw dalam pembelajaran Membaca Pemahaman. Hasil angket didapat 
dari 27 siswa XII MIA 2 di kelas Eksperimen. Pengolahan hasil pengujian angket 
dilakukan dengan cara menghitung prosentase jawaban setiap nomor, lalu 
menginterpretasikannya. Rumus untuk mengolah data angket adalah : 
 
 
 
 
 
 
Tabel 4.6.  
Soal Angket/Kuisioner 
No  Pertanyaan  
 
Soal 1 
“Mata Pelajaran Membaca dalam Bahasa Jepang merupakan pelajaran yang 
sulit ?” 
 
Soal 2 
“Memahami wacana Bahasa Jepang merupakan faktor yang menyulitkan 
dalam pembelajaran Bahasa Jepang ?” 
 
Soal 3 
“Apakah anda mengalami Kesulitan Dalam Mengisi soal dari wacana 
Bahasa Jepang Karena harus mengartikanya terlebih dahulu ?” 
Soal 4 “Belajar dengan tehnik bekerja sama sangat efektif ?” 
 
 
Soal 5 
“Melalui penggunaan model Pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw 
ini, siswa dapat saling memberi kesempatan untuk bertukar pikiran dengan 
teman ?” 
 
Soal 6 
“Model Pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw dapat memotifasi 
anda dalam belajar Bahasa Jepang ?” 
𝑃 =
𝑓
𝑛
𝑥    % 
Keterangan : 
P = Prosentase frekuensi dari semua jawaban responden 
f = Frekuensi dari semua jawaban responden 
n = Jumlah Responden 
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Soal 7 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw memudahkan saya 
untuk memahami wacana Bahasa Jepang ?” 
 
 
 
Soal 8 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw dalam pembelajaran 
membaca lebih menarik daripada cara pembelajaran biasanya ?” 
 
Soal 9 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw membingungkan 
anda ?” 
 
 
Soal 10 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw tepat digunakan 
dalam pembelajaran Bahasa jepang khususnya dalam pembelajaran 
membaca ?” 
 
1. Perhitungan Hasil Angket Soal Pertama 
“Mata Pelajaran Membaca dalam Bahasa Jepang merupakan pelajaran yang 
sulit ?” 
Tabel 4.7. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil  
Sangat Setuju    
Setuju 2 2 : 27 x 100% 7.4% 
Ragu-Ragu 8 8 : 27 x 100% 29.6% 
Tidak Setuju 17 17 : 27 x 100% 62.9% 
Sangat Tidak Setuju    
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 1dapat disimpulkan bahwa 2 orang siswa atau 7.4%,  
menjawab setuju, 8 siswa atau 29.6% menjawab ragu-ragu, dan 17 siswa atau 
62% menjawab tidak setuju. Dengan ini dapat disimpulkan bahwa siswa 
menganggap pelajaran Bahasa Jepang mudah atau tidak menyulitkan. 
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2. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-2 
“Memahami wacana Bahasa Jepang merupakan faktor yang menyulitkan 
dalam pembelajaran Bahasa Jepang ?” 
Tabel 4.8. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju    
Setuju 1 1: 27 x 100% 3.7% 
Ragu-Ragu 15 15: 27 x 100% 55.5% 
Tidak Setuju 11 11: 27 x 100% 40.7% 
Sangat Tidak Setuju    
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 2 dapat disimpulkan bahwa 1 orang siswa atau 3.7% 
menjawab setuju, 15 siswa atau 55.5% menjawab ragu-ragu, dan 11 siswa atau 
40.7% menjawab tidak setuju. Dengan ini dapat disimpulkan bahwa siswa 
menganggap pelajaran memahami tidak mengerti susah atau tidak. 
 
3. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-3 
“Apakah anda mengalami Kesulitan Dalam Mengisi soal dari wacana Bahasa 
Jepang Karena harus mengartikanya terlebih dahulu ?” 
Tabel 4.9. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju 2 2: 27 x 100% 7.4% 
Setuju 6 6: 27 x 100% 22.2% 
Ragu-Ragu 9 9: 27 x 100% 33.3% 
Tidak Setuju 9 9: 27 x 100% 33.3% 
Sangat Tidak Setuju 1 1: 27 x 100% 3.7% 
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 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 3 dapat disimpulkan bahwa 2 orang siswa atau 7.4% 
menjawab sangat setuju, 6 siswa atau 22.2% menjawab setuju, 9 siswa atau 
33.3% menjawab ragu-ragu, 9 siswa atau 33.3% menjawab tidak setuju. Dan 1 
siswa atau 3.7% menjawab sangat tidak setuju Dengan ini dapat disimpulkan 
bahwa siswa menganggap dalam memahami wacana Bahasa Jepang tidak 
terdapat masalah yang serius. 
 
4. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-4 
“Belajar dengan tehnik bekerja sama sangat efektif ?” 
Tabel 4.10. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju 16 16: 27 x 100% 59.2% 
Setuju 9 9: 27 x 100% 33.3% 
Ragu-Ragu    
Tidak Setuju 2 2: 27 x 100% 7.4% 
Sangat Tidak Setuju    
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 4 dapat disimpulkan bahwa 16 orang siswa atau 59.2%  
menjawab sangat setuju, 9 siswa atau 33.3% menjawab setuju, dan 2 siswa atau 
7.4% menjawab tidak setuju. Dengan ini dapat disimpulkan bahwa 
pembelajaran dengan tehnik kerjasama sangat efektif. 
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5. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-5 
“Melalui penggunaan model Pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw ini, 
siswa dapat saling memberi kesempatan untuk bertukar pikiran dengan teman ?” 
Tabel 4.11. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju 12 12: 27 x 100% 44.4% 
Setuju 14 14: 27 x 100% 51.8% 
Ragu-Ragu    
Tidak Setuju 1 1: 27 x 100% 3.7% 
Sangat Tidak Setuju    
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 5 dapat disimpulkan bahwa 12 orang siswa atau 44.4%  
menjawab sangat setuju, 14 siswa atau 51.8% menjawab setuju, dan 1 siswa 
atau 3.7% menjawab tidak setuju. Dengan ini dapat disimpulkan bahwa siswa 
menganggap melalui penggunaan model Pembelajaran Cooperatif Learning 
tipe Jigsaw ini, siswa dapat saling memberi kesempatan kepada temanya untuk 
saling bertukar  pikiran dan memberikan ide. 
 
6. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-6 
“Model Pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw dapat memotifasi anda 
dalam belajar Bahasa Jepang ?” 
Tabel 4.12. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju 3 3: 27 x 100% 11.1% 
Setuju 17 17: 27 x 100% 62.9% 
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Ragu-Ragu 5 5: 27 x 100% 18.5% 
Tidak Setuju 2 2: 27 x 100% 7.4% 
Sangat Tidak Setuju    
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 6 dapat disimpulkan bahwa 3 orang siswa atau 11.1%  
menjawab sangat setuju, 17 siswa atau 62.9% menjawab setuju, dan 5 siswa 
atau 18.5% menjawab ragu-ragu, dan 2 siswa atau 7.4% menjawab tidak setuju. 
Dengan ini dapat disimpulkan bahwa Model Pembelajaran Cooperatif 
Learning tipe Jigsaw dapat memotifasi siswa dalam belajar Bahasa Jepang. 
 
7. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-7 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw memudahkan saya 
untuk memahami wacana Bahasa Jepang ?” 
Tabel 4.13. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil  
Sangat Setuju 9 9: 27 x 100% 33.3% 
Setuju 15 15: 27 x 100% 55.5% 
Ragu-Ragu 2 2: 27 x 100% 7.4% 
Tidak Setuju 1 1: 27 x 100% 3.7% 
Sangat Tidak Setuju    
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 7 dapat disimpulkan bahwa 9 orang siswa atau 33.3%  
menjawab sangat setuju, 15 siswa atau 55.5% menjawab setuju, dan 2 siswa 
atau 7.4% menjawab ragu-ragu, dan 1 siswa atau 3.7% menjawab tidak setuju. 
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Dengan ini dapat disimpulkan bahwa dengan penggunaan Model Pembelajaran 
Cooperatif Learning tipe Jigsaw memudahkan siswa untuk memahami bacaan 
Bahasa jepang. 
 
8. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-8 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw dalam pembelajaran 
membaca lebih menarik daripada cara pembelajaran biasanya ?” 
Tabel 4.14. 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju 8 8: 27 x 100% 29.6% 
Setuju 9 9: 27 x 100% 33.3% 
Ragu-Ragu 7 7: 27 x 100% 25.9% 
Tidak Setuju 3 3: 27 x 100% 11.1% 
Sangat Tidak Setuju    
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 8 dapat disimpulkan bahwa 8 orang siswa atau 29.6%  
menjawab sangat setuju, 9 siswa atau 33.3% menjawab setuju, dan 7 siswa atau 
25.9% menjawab ragu-ragu, dan 3 siswa atau 11.1% menjawab tidak setuju. 
Dengan ini dapat disimpulkan bahwa Model Pembelajaran Cooperatif 
Learning tipe Jigsaw Lebih Menarik dibandingkan dengan pembelajaran 
biasanya. 
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9. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-9 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw membingungkan anda ?” 
Tabel 4.15 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju    
Setuju 1 1: 27 x 100% 3.7% 
Ragu-Ragu 6 6: 27 x 100% 22.2% 
Tidak Setuju 16 16: 27 x 100% 59.2% 
Sangat Tidak Setuju 4 4: 27 x 100% 14.8% 
  
 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 9 dapat disimpulkan bahwa 1 orang siswa atau 3.7%  
menjawab setuju, 6 siswa atau 22.2% menjawab ragu-ragu, dan 16 siswa atau 
59.2% menjawab tidak setuju, dan 4 siswa atau 14.8% menjawab sangat tidak 
setuju. Dengan ini dapat disimpulkan bahwa model Pembelajaran Cooperatif 
Learning tipe Jigsaw menyenangkan dan tidak membingungkan siswa. 
 
10. Perhitungan Hasil Angket Soal Ke-10 
“Model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw tepat digunakan dalam 
pembelajaran Bahasa jepang khususnya dalam pembelajaran membaca ?” 
Tabel 4.16 
Jawaban  Frekwensi Perhitungan Hasil 
Sangat Setuju 8 8: 27 x 100% 29.6% 
Setuju 13 13: 27 x 100% 48.1% 
Ragu-Ragu 4 4: 27 x 100% 14.8% 
Tidak Setuju 2 2: 27 x 100% 7.4% 
Sangat Tidak Setuju    
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 Dalam perhitungan angket, diketahui dari 27 responden / siswa yang 
menjawab soal nomer 10 dapat disimpulkan bahwa 8 orang siswa atau 29.6%  
menjawab sangat setuju, 13 siswa atau 48.1% menjawab setuju, dan 4 siswa 
atau 14.8% menjawab ragu-ragu, dan 2 siswa atau 7.4% menjawab tidak setuju. 
Dengan ini dapat disimpulkan bahwa Model pembelajaran Cooperatif 
Learning tipe Jigsaw tepat digunakan dalam pembelajaran Bahasa jepang 
khususnya dalam pembelajaran membaca. 
 
C. Keterbatasan Penelitian 
1. Faktor-Faktor  yang Berpengaruh dalam Penelitian 
Dalam pembelajaran di kelas terdapat beberapa faktor yang 
mempangaruhi proses pembelajaran dan hasil pembelajaranya sendiri. 
Menurut Slameto (2010:54) menyatakan bahwa, “faktor-faktor yang 
mempengaruhi pembelajaran di kelas banyak jenisnya, akan tetapi dapat 
digolongkan menjadi 2 jenis yaitu, faktor eksternal dan faktor internal. Faktor 
eksternal adalah segala sesuatu yang mempengaruhi pembelajaran yang 
berasal dari luar individunya, sedangkan faktor internal adalah faktor yang 
mempengaruhi pembelajaran yang berasal dari individu pembelajarnya 
sendiri. 
1.1.Faktor Internal 
Dalam penelitian ini faktor internal yang terjadi dan menyebabkan 
proses pemberian treatmen tidak berhasil di kelas eksperimen adalah : 
1) Faktor Kelelahan 
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Dalam hal ini kegiatan Pemberian Pretest dan Posttest di kelas 
Eksperimen atau XII MIA 2 berlangsung hari Rabu pukul 12.15 
sampai dengan pukul 13.45, ditambah lagi dengan pelajaran 
sebelumnya adalah PENJASKES menyebabkan siswa XII MIA 2 
mengalami kelelahan saat pembelajaran Bahasa Jepang. Dalam catatan 
observasi, banyak siswa yang mengeluh untuk memberikan keluangan 
waktu untuk siswa membeli minuman dan berganti baju. Banyak pula 
siswa yang belum berada di dalam kelas walaupun bel pelajaran telah 
berbunyi, sehingga alokasi waktu pun tidak berjalan sesuai rencana. 
1.2.Faktor Eksternal 
Dalam penelitian ini faktor eksternal yang terjadi dan menyebabkan 
proses pemberian treatmen tidak berhasil di kelas eksperimen adalah : 
1) Metode Mengajar 
Metode Mengajar yang digunakan yaitu Cooperative Learning 
tipe Jigsaw, pada awalnya siswa bersemangat untuk mengikutinya, 
akan tetapi pada pertemuan ke 4 atau pertemuan terakhir siswa mulai 
mengeluh bosan dengan cara pengajaran yang diberikan. Dengan ini 
dapat dimpulkan bahwa metode alternatif pengajaran tidak dapat 
diajarkan terus menerus. 
2) Kurikulum  
Kurikulum standar pendidikan yang berlaku di tahun 2015 
dirasakan sangat menyulitkan siswa, tidak hanya siswa yang mengeluh 
dengan tugas dan pelajaran yang menumpuk, akan tetapi guru pun 
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banyak yang mengeluh merasa kasihan dengan muridnya yang terlalu 
banyak pelajaran, tugas dan modul yang diterima. Hal ini menjadi 
faktor yang berpengaruh dalam pembelajaran khususnya pembelajaran 
Bahasa Jepang, karena siswa kelelahan menghadapi pelajaran dan 
untuk menumbuhkan minat terhadap pembelajaran Bahasa jepang pun 
susah dilakukan. Pengaruhnya dalam penelitian yang dilakukan adalah 
siswa banyak yang mengeluh karena harus memahami wacana yang 
diberikan guru. Mereka terlalu lelah untuk membahas modul yang 
terus menerus diberikan guru di setiap mata pelajaran. 
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BAB 5 
KESIMPULAN dan SARAN 
 
A. Kesimpulan Penelitian 
 Berdasarkan hasil penelitian yang dilakukan selama 2 minggu di kelas XII 
MIA 2dan XII MIA 3 siswa  SMAN 75 Jakarta  maka, dapat dapat disimpulkan 
penelitian ini sebagai berikut : 
1. Diketahui dari hasil perhitungan statistik yang menggunakan rumus MEAN, 
Standar Deviasi, Standar Eror, Uji Thitung maka, dapat disimpulkan bahwa, 
penggunaan Model Pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw di kelas 
Eksperimen yaitu kelas XII MIA 2 tidak terdapat pengaruh yang signifikan. 
Hal ini dapat dibuktikan dari hasil uji statistik, dimana hasil nilai thitung 0.7 
lebih kecil dari ttabel dengan nilai 2.021. 
 
2. Dalam pelaksanaanya, model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw 
terbukti memberikan dampak positif bagi peserta didik seperti : 
a. Memberikan penyegaran model pembelajaran kepada siswa agar tidak 
terus menerus belajar dengan berfokus terhadap guru (Teacher Centre), 
hal ini terbukti dari hasil obserfasi, siswa terlihat aktif senang 
mengikuti peraturan yang di tetapkan dalam model pembelajaran 
Cooperatif Learning tipe Jigsaw. 
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b. Siswa yang mengikuti pembelajaran dengan model pembelajaran 
Cooperatif Learning tipe Jigsaw terlihat lebih aktif, terbukti dari hasil 
observasi yang dilakukan, siswa dapat saling mengajarkan, siswa dapat 
saling bertanya dan berdiskusi dan tidak terlihat siswa yang bekerja 
sendiri, semuanya bekerja sama dalam lingkup kelompoknya masing-
masing untuk memahami dan menjawab soal yang tertera dalam 
wacana Bahasa jepang yang diberikan. 
c. Dalam kegiatanya model pembelajaran Cooperatif Learning tipe 
Jigsaw harus menggunakan sistem kerja kelompok, dalam prakteknya, 
tidak terlihat siswa bermalas-malasan, semua siswa terlihat bekerja 
sama dan aktif. Banyak diantaranya siswa laki-laki yang duduk di 
belakang berisik, akan tetapi ketika diminta untuk menceritakan 
makna dari wacana bahasa Jepang dengan bahasa atau penyampaian 
mereka sendiri, mereka pun bisa, hal ini membuktikan siswa tersebut 
fokus dengan apa yang dipelajarinya. 
d. Akan tetapi dalam pelaksanaanya, model pembelajaran ini tidak bisa 
digunakan secara terus menerus dalam pembelajaran. Dari hasil 
observasi yang dilakukan, ketika penelitian di hari terakhir terdapat 
beberapa siswa yang merasa jenuh dengan model pembelajaran ini. 
Untuk itu dapat disimpulkan bahwa model pembelajaran Cooperatif 
Learning tipe Jigsaw tepat digunakan hanya sebagai pembelajaran 
alternatif guna menyegarkan pemikiran siswa dan tidak cocok 
digunakan secara terus menerus. 
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3. Kesimpulanya adalah model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw 
siswa memberikan respon positif. Siswa sangat menyukai pembelajaran yang 
menggunakan tehnik ini. Dari hasil Angket yang tertera di bab 4, terlihat 
siswa setuju jika model pembelajaran Cooperatif Learning tipe Jigsaw ini 
digunakan pada pembelajaran membaca pemahaman bahasa Jepang. 
 
B. Saran  
 Saran dalam penelitian ini ditujukan ke dalam 2 aspek yang nantinya akan 
bergelut di dalam bidang pendidikan yaitu, peserta didik, dan peneliti yang akan 
menggunakan model pembelajaran ini selanjutnya. 
1. Bagi Pembelajar 
 Digunakanya model pembelajaran  Cooperative Learning tipe Jigsaw 
dalam mata pelajaran membaca pemahaman Bahasa Jepang adalah guna 
membantu dan memudahkan siswa dalam memahami makna wacana Bahasa 
Jepang, akan tetapi apabila digunakan sesuai dengan rancangan guru maka 
tujuan pembelajaran pasti akan tecapai. Dalam hal ini siswa dimudahkan 
dengan tehniknya yang menggunakan kerja sama. Siswa diminta untuk saling 
bertanya saling bertukar pikiran di kelompok asal dan kelompok ahli serta 
karena sifatnya hanya penyegaran dalam belajar, siswa harus bisa 
menyampaikanya dengan santai dan tanpa kaku dan sebisa mungkin 
menggunakan Bahasa mereka sendiri, hal ini ditujukan dengan maksud 
mempermudah siswa memahamiapabila mereka menyampaikannya dengan 
Bahasa yang mereka modifikasi sendiri. 
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2. Bagi Pengajar 
 Dalam penggunaanya model pembelajaran Cooperative Learning tipe 
Jigsaw merupakan model pembelajaran yang mengutamakan kerja sama. Di 
dalam kerja sama tersebut dimungkinkan terdapat interaksi sosial yang 
bersifat positif seperti, saling bertukar pikiran, bertukar pendapat, saling 
bertanya, dan yang terpenting dapat saling membantu teman yang kurang ahli 
dalam mata pelajaran tertentu. Oleh karena itu model pembelajaran ini baik 
digunakan bagi pengajar dalam mengajar mata pelajaran apapun yang erat 
kaitanya dengan pemecahan masalah seperti matematika, fisika, kimia, dan 
khususnya dalam mata pelajaran Bahasa Jepang. 
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Wacana 1 
 
Perintah : 
1. Bacalah Wacana Bahasa Jepang di Bawah ini. 
2. Pahami Isi Bacaan dengan Baik Bersama Teman Satu Kelompok. 
3. Berpencarlah dan bentuk kelompok baru, lalu bahas. 
4. Kembali ke kelompok awal dan buatlah kesimpulan dari cerita. 
5. Jawablah pertanyaan di bawahnya. 
 
Watashi wa dare desuka? 
Watashi wa totemo samui tokoro ni sunde imasu. 
Mainichi yuki ga futte imasu. Watashi wa akai fuku o kite 
imasu, akai boshi o kabute imasu, sorekara akai kutsu shita 
o haite imasu. Akai iro ga suki desu. Akai fuku wa atatakai 
desu. Watashi wa 1 nen ni 1 nichi dake hatarakimasu. Sore 
wa jyu ni gatsu ni jyuu yokka desu. Ni jyuu yokka no yoru 
sutekina purezento wo iroiro na kuni no kodomo ni 
agemasu. Watashi wa totemo futotte imasu. Watashi wa 
shika no densya de seikai o mawarimasu. Minna watashi o 
shitte imasu. Watashi wa kono shigoto wa suki desu. 
(Minna No Nihongo1 1998:129) 
1. Donna fuku o kite imasuka ? 
2. Donna hito desuka ? 
3. Nan de sekai o mawarimasuka ? 
4. Ni jyuu yokka yoru wa nani o shimasuka ? 
5. Watashi wa dare desuka ? 
 
 
 
 Kutsu Shita  :Kaus Kaki 
 Hatarakmasu : Bekerja 
 Purezento  : Kado 
 Shika  : Rusa 
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Wacana 2 
 
Perintah : 
1. Bacalah Wacana Bahasa Jepang di Bawah ini. 
2. Pahami Isi Bacaan dengan Baik Bersama Teman Satu Kelompok. 
3. Berpencarlah dan bentuk kelompok baru, lalu bahas. 
4. Kembali ke kelompok awal dan buatlah kesimpulan dari cerita. 
5. Jawablah pertanyaan di bawahnya. 
Watashi no Kazoku 
Watashi no kazoku wa go nin imasu. Chichi to haha to imotou to otouto desu. Chichi no 
namae wa Tanaka desu. Tanjyoubi wa roku gatsu tsuitachi, ima gojyuu sai desu. Haha no namae 
wa Tomoko desu. Tanjyoubi wa nana gatsu jyuusan ka, ima yonjyuu san sai desu. Imouto no 
namae wa Himawari desu. Tanjyoubi wa jyuni gatsu tooka, ima hassai desu. Otouto no namae 
wa Yamada desu. Tanjyoubi wa kugatsu nanoka, ima roku sai 
desu. Chichi no shigoto wa keisatsu desu. Haha no shigoto wa 
yubinkyokuin desu. Imouto to otouto wa gakusei desu. Imouto 
wa chuu gakusei no ni nensei desu. Otouto wa shogakusei no 
san nensei desu. 
Chichi wa se ga takai  to kibishii hito desu. Haha wa 
kami ga nagai to kirei na hito desu. Imouto wa kami ga nagai to 
kawaii hito desu. Sorekara otouto wa kami ga mijikai to 
hansamu na hito desu.  (Sakura 1, 2009:79). 
1. Kono kazoku wa nan nin imasuka ? 
2. Chichi no tanjyoubi wa itsu desuka ? 
3. Toyoyu san no tanjyoubi wa itsu desuka ? 
4. Tanaka san no shigoto wa nan desuka ? 
5. Himawari san wa donna hito desuka ? 
 Chuu Gakusei : SMP 
 Sho Gakusei : SD 
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Wacana 3 
 
Perintah : 
1. Bacalah Wacana Bahasa Jepang di Bawah ini. 
2. Pahami Isi Bacaan dengan Baik Bersama Teman Satu Kelompok. 
3. Berpencarlah dan bentuk kelompok baru, lalu bahas. 
4. Kembali ke kelompok awal dan buatlah kesimpulan dari cerita. 
5. Jawablah pertanyaan di bawahnya. 
 
Tegami  
Rina san e 
Rina san, ogenki desuka. 
 Rina san raigetsu nihon e kimasune. Nihon wa okii machi ga takusan arimasu. 
Tatoeba, Tokyou ya Nara ya Kyouto nado ga arimasu. Tokyou wa ichiban okii machi 
desu. totemo nigiyaka na machi desu. Yumeina tokoro ga takusan arimasu. Tatoeba, 
Tokyou Tawa ya Tokyou Disunirando nado ga arimasu. Watashi no uchi wa tokyou ni 
chikai desu. Uchi kara tokyou made densya de jyu go fun gurai desu. Rina san, watashi 
no uchi e kite kudasai yo. Matte imasu. 
Jakaruta wa suzushi desuka. Koko ni totemo suzushi desu. 
Aki desu. 
Ohenji o matte imasu ne. 
Dewa matta ne…. sayounara.  Sayako Matsumoto. 
Ku gatsu nanoka 
(Sakura 2, 2009:78)    
1. Nihon wa ichiban okii machi wa nan desuka ?  
2. Tokyou ni yumei na tokoro ga nan desuka ? 
3. Sayako San no uchi wa doko ni arimasuka ? 
4. Sayako san no uchi kara tokyou made nan de nan fun gurai desuka ? 
5. Rina san wa doko ni sunde imasuka ? 
 Tatoeba : Misalkan 
 Chikai : Dekat 
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Wacana 4 
 
Perintah : 
1. Bacalah Wacana Bahasa Jepang di Bawah ini. 
2. Pahami Isi Bacaan dengan Baik Bersama Teman Satu Kelompok. 
3. Berpencarlah dan bentuk kelompok baru, lalu bahas. 
4. Kembali ke kelompok awal dan buatlah kesimpulan dari cerita. 
5. Jawablah pertanyaan di bawahnya. 
Mira san no Mainichi 
Mira san wa mai asa roku ji ni okimasu. Asagohan o taberu 
maeni syawa o abimasu. Asagohan wa itsumo pan to kohi 
desu. Asagohan o tabe nagara terebi o mimasu. Sorekara 
kaisya e ikimasu. Densya de kaisya e ikimasu. Kaisya wa 
ku ji kara go ji made desu. Gogo nana ji ni uchi ni 
tsukimasu. Shichi jihan ni bangohan o tabemasu. Ramen o 
bangohan o tabemasu. Sore kara terebi o mimasu. Eigo no 
shinbun o yamimasu. Yoru jyu ji ni nemasu. Dou youbi to 
nichi youbi wa hatarakimasen. Douyoubi wa yamato 
tosyokan e ikimasu. Nihongo no kyokasho o karimasu. 
Tosyokan de taro kun ni aimashita. Sorekara taro kun to isyouni eiga o mimasu. Ashita 
nichiyoubi desu. asa Nihongo no kyoukasho o yomimasu. Gogo san ji ni depato e 
ikimasu. Haha no tanjyoubi no purezento o kaimasu. Kyonen haha ni hana o agemasu. 
Kotoshi haha ni kimono o agemasu. (Minna No Nihongo1 1998:53&63)  
1. Mira san no shigoto wa nan desuka ? 
2. Doko de hatarakimasuka ? 
3. Doko de haha no purezento o kaimasuka ? 
4. Kotoushi haha ni nani o agemasuka ? 
5. Kyo nen nani o agemashitaka ? 
 Nagara : Sambil 
 Karimasu : Meminjam 
 Aimasu : Bertemu 
 Agemesu : Memberi 
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Instrument “ANGKET” 
 
Saya sedang mengadakan penelitian mengenai “Pengaruh Penggunaan Model Pembelajaran Kooperatif Tipe Jigsaw 
Terhadap Pelajaran Membaca Pemahaman Bahasa Jepang Siswa Siswi SMAN 75 Jakarta”. Untuk itu saya berharap pada anda 
untuk mengisi angket ini sebagai bagian dari penelitian saya. Saya menjamin kerahasiaan identitas dan jawaban anda, karena 
angket ini diperuntukan hanya sebagai instrument penelitian dan tidak berpengaruh pada penialaian akademis anda. Terima 
Kasih. 
KELAS : 
Berilah tanda centang (√ ) pada kolom pernyataan. 
 
No  
 
Pertanyaan 
 
Sangat 
Setuju 
 
Setuju  
 
Ragu-
Ragu 
 
Tidak 
Setuju 
 
Sangat 
Tidak 
Setuju 
1 Mata pelajaran membaca dalam Bahasa Jepang 
merupakan mata pelajaran yang sulit ? 
     
2 Memahami wacana Bahasa Jepang merupakan faktor 
yang menyulitkan dalam pembelajaran Bahasa 
Jepang ? 
     
3 Anda mengalami kesulitan dalam mengisi soal dari      
2 
 
wacana Bahasa Jepang karena harus mengartikanya 
terlebih dahulu ? 
4 Belajar dengan tehnik bekerja sama sangat efektif ?      
5 Melalui penggunaan model pembelajaran tipe Jigsaw 
ini, siswa dapat saling memberi kesempatan untuk 
bertukar pikiran dengan teman ? 
     
6 Model pembelajaran kooperatif tipe jigsaw dapat 
menambah motifasi anda dalam belajar Bahasa 
Jepang ? 
     
7 Model pembelajaran kooperatif tipe jigsaw 
memudahkan saya dalam memahami wacana Bahasa 
jepang. 
     
8 Model pembelajaran kooperatif tipe jigsaw dalam 
pembelajaran membaca lebih menarik dari cara 
pembelajaran biasanya ? 
     
9 Apakah model pembelajaran kooperatif tipe jigsaw      
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membingungkan anda ? 
10 Model pembelajaran kooperatif tipe Jigsaw tepat 
digunakan dalam pembelajaran Bahasa Jepang 
khususnya pembelajaran membaca ? 
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Instrumen “OBSERVASI” 
 
Nama Anggota Kelompok : 
No Kelompok Observan : 
Lokasi Observasi  : SMAN 75 JAKARTA 
Tempat Observasi  : XII MIA  
Topik Materi   :  
Aspek Penilaian  
KELOMPOK  
1. Aspek penilaian kerja anggota dalam kelompok. 
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PRETEST 
Perintah : 
1. Jawablah pertanyaan dibawah ini dalam waktu 20 menit. 
2. Usahakan menjawab dengan kemampuan sendiri. 
Soal : 
 
 
 
 
 
 
 
Pilihlah jawaban anda dengan (O) maru apabila pernyataanya benar, dan (X) batsu 
apabila pernyataannya salah. 
1. Otoko no hito wa kubaya o kite imasu. ( ) 
2. Jyawa jin wa futsu kekon shiki ni dentoutekina fuku o kimasu. (  ) 
3. Otoko nito wa burankon o kakete imasu. (  ) 
4. Kubaya wa onna no hito no dentoutekina fuku desu. (  ) 
5. Onna no hito wa kubaya o haite imasu. (  ) 
6. Burankon wa jyawa no dentoutekina fuku dewa arimasen. (  ) 
 
 
 
 
Indoneshia no Fuku 
Indoneshia no dentoutekina fuku ga takusan arimasu. Kubaya wa jyawa no 
dentoutekina fuku desu. Onna no hito ga kimasu. Otokono hito wa basukappu o 
kite, saron o haite imasu. Soshite, burankon o kaburimasu. Burankon wa otoko no 
hito no boushi desu. Jyawa jin wa futsu no kekkon shiki ni kubaya ya basukappu 
o kimasu. 
Pelajaran Bahasa Jepang,  (2002:64). 
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Pilihlah jawaban yang tepat. 
1. Watashi no kyoudai wa ____________ imasu. 
2. Ani wa ______________ de hatarakimasu. 
3. Ani no shigoto wa _____________ desu 
4. Ane wa ___________gakusei desu. 
5. Ane wa ___________ de benkyoushimasu. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Watashi no Kyodai 
Watashi wa 3 kyodai desu. Ani wa hitori imasu. Ane mo hitori imasu. Ani wa 
hoteru de hatarakimasu. Kokki desu. Mainichi Indoneshia no ryouri o tsukutte 
imasu. Ane wa Nihongo no gakusei desu. Mainichi Sakura daigaku de Nihongo 
o benkyoushite imasu. 
Pelajaran Bahasa Jepang, (2002:97). 
Tokyou  
Nihon wa okii machi ga takusan arimasu. Tatoeba, Tokyou ya Nara ya 
Kyouto nado ga arimasu. Tokyou wa nihon no ichiban okii machi desu. Totemo 
nigiyaka na machi desuga ii tokoro desu. Tokyou ni yumeina tokoro ga takusan 
arimasu. Tatoeba, Tokyou tawa ya Tokyou Disunirando nado ga arimasu. Sono 
tokoro wa ichiban yumeina tokoro desu. 
Sakura 2, (2009:78)   
 Benkyoushimasu 
 Kokki 
 Gakusei 
 Sannin 
 Sakura Daigaku 
 Daigaku 
 Suugaku 
 Nihongo 
 Hoteru 
 Inneshia Ryouri 
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Cocokan jawaban dengan cara menarik garis pada kolom jawaban. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Esay : 
1. Tanaka san wa doko ni sunde imasuka ? 
2. Tanaka san wa Shinjuku kara Akihabara made nan de nan fun gurai ikimasuka ? 
3. Tanaka san wa nan ji kara nanji made hatarakimasuka ? 
4. Tanaka san no shigoto wa doudesuka ? 
5. Shouji to sentaku wa itsu shimasuka ? 
 
Tanaka san no Issyukan 
Tanaka san wa shinjyuku ni sunde imasu. Kaisya wa akihabara ni arimasu. 
Ie kara eki made 15 fun gurai desu. Shinjyuku kara akihabara made shinkanzen de 
20 fun gurai desu. Kaisya no shigoto wa gozen 9 ji kara gogo 4 ji han made desu. 
Getsuyoubi kara kinyoubi made hatarakimasu. Toki doki zangyou o shimasu. Kono 
shigoto wa ishogashi desuga omoshiroi desu. Douyoubi to nichiyoubi wa 
hatarakimasen. Ie de souji to sentaku o shimasu.  
初級日本語問題集 (1991:36) 
Pertanyaan : 
1. Tokyou wa donna machi desuka. 
2. Nihon wa ichiban okii machi wa 
nandesuka. 
3. Tokyou wa yumeina tokoro wa nan 
desuka. 
4. Tokyou tawa wa donna tokoro desuka. 
Jawaban : 
 Nigiyaka na machi desu 
 Yumeina tokoro desu. 
 Takyou wa ichiban okii 
machi desu. 
 Okii tokoro desu. 
 Tokyou disunirando to 
Tokyou tawa desu 
 Tokyou wa ichiban machi 
dewa arimasen. 
 Tokyou no ichiban yumeina 
tokoro desu 
POSTTEST 
Perintah : 
1. Jawablah pertanyaan dibawah ini. 
2. Usahakan menjawab dengan kemampuan sendiri. 
Soal : 
 
 
 
 
 
Pilihlah jawaban yang tepat pada kolom jawaban. 
1. Itsu nihon ni kimasuka ? 
2. Doko de hatarakimasuka ? 
3. Sono koujyou wa nani o tsukurimasuka ? 
4. Nichiyoubi wa nani o shimasuka? 
5. Nan youbi kara hatarakimasuka ? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Berikan tanda (O) apabila pernyataanya benar, dan (X) apabila pernyataanya salah 
1. Yoshiko san wa chuugaku san nensei desu. (      ) 
2. Hachi ji ni ie o demasu. (      ) 
Watashi no Shigoto 
Watashi wa kyonen nihon ni kimashita. Nihon de wa yumei na koujyou 
de hatarakimasu. Koko wa totemo ii jidousya tsukuru koujyou desu. Getsuyoubi 
kara kinyoubi made hatarakimasu. Doyoubi to nichiyoubi wa hatarakimasen. 
Yasumimasu. Hon o yondari, shosetsu o kaitari shimasu.  
Pelajaran Bahasa Jepang,  (2002:64). 
Asa 
Yoshiko san wa chuu gaku ichi nensei desu. Mai asa 8 ji ni ie o demasu. 
Okiru jikan wa 7 ji 50 fun desu. Asagohan o taberu jikan wa arimasen. Asobu 
jikan mo arimasen. Mainichi itsumo ishogashi desu. Yoshiko san no okasan wa 
totemo shinpai shiteimasu. 
初級日本語問題集 (1991:20) 
Hon o yomimasu Jidousya Yasumimasu    Shosetsu o Yomimasu 
Nichiyoubi Kyonen Kinyoubi Koujyou ii Jidousya  
Shigoto Getsuyoubi 
3. Yoshiko san wa mainichi Amari ishogashi. (     ) 
4. Yashiko san wa nan ji go jyuu fun ni okimasu. (     ) 
5. Yoshiko san wa mai asa okasan to isyouni asagohan o tabemasu. (     )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Esay : 
1. Yoshiko san wa Dare to ikimasuka ?  
2. Yoshiko san no okasan wa nani o mitai desuka ? 
3. Yoshiko san wa Indonesia de nani o shitai desuka ? 
4. Dare ga indoneshia e kimasuka ? 
5. chichi to haha wa nani o mitaidesuka ? 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ii Tokoro o Oshiete Kudasai 
Nita san 
Konnichiwa, indoneshia wa ima uki desuka, kanki desuka. 
Nihon wa ima haru desu. kireina hana ga saite imasu. 
Watashi wa kondo no natsu yasumi ni indoneshia e ikitai desu. Ryoshin 
mo issyo nan desuga, doko ka ii tokoro wa arimasenka. Chichi wa yama o mitai 
desuga, haha wa kireina umi ga mitai desu. Watashi wa kireina fuku o kaitai 
desu. ii tokoro o oshiete kudasai. 
O henji wa matte imasu      Yoshiko 
Pelajaran Bahasa Jepang, (2002:106) 
Oshogatsu  
Shinnen akemashite omedetou gozaimasu. 
Watashi wa sono toki kimono o kite obi o shite zouri o haite, sorekara 
jinjya e ikimasu. Jinjya de omikuji o katte, kotoshi no un ga mimasu. Sono 
jinjya wa totemo nigiyaka desu.  
Pelajaran Bahasa Jepang,  (2002:126) 
 
Tariklah garis ke arah gambar yang sesuai dengan jawaban yang tepat. 
1. Sono toki doko e ikimasuka. 
 
 
 
 
2. Nani o kaimasuka. 
 
3. Nani o haite imasuka. 
 
4. Nani o kite imasuka. 
 
 
 
5. Nani o shite imasuka. 
 
 
 
 
 
 
 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
NamaSekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  : Donna Fuku o Kite Imasuka (Sakura 1, 2009:85) 
Judul Wacana  : Watashi wa Dare Desuka (Minna no Nihongo, 1998:129) 
Kelas / Semester  : (Eksperimen) XII MIA 2 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 1 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi materi yang tertera dalam wacana. 
1.4.Mampu bekerja sama dalam kelompok guna menyelesaikan pertanyaan yang 
terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan tema pembelajaran “Donna Fuku o Kite Imasuka”. 
C. Tujuan Pembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menjawab 
pertannyaan yang tersedia guna mengetahui pemahaman siswa terhadap wacana. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 1  
 Tema Pembelajaran : Donna Fuku o Kite Imasuka ? 
 Judul Wacana  : Watashi wa dare desuka ? 
 Isi Materi  : Iro, Donna Hito, Nichi. 
2. Materi Pokok :  
1. Teks 1 
Membahas mengenai menebak siapakah tokoh di dalam wacana (sinterclas). 
E. Metode Pembelajaran 
Metode pembelajaran yang digunakan adalah Student oriented yaitu memberikan 
kesempatan pada siswa untuk lebih aktif dalam pembelajaran dan guru hanya sebagai 
fasilitator. Dengan menggunakan model pembelajaran kooperatif tipe Jigsaw. 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi 
2. Lembar Pretest 
 
 
 
 
G. Kegiatan Pembelajaran 
 
Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
(Menit) 
Pendahuluan 
 
Salam dan menanyakan keadaan 
secara keseluruhan kepada siswa, 
setelah itu mengabsen siswa. 
Serentak menjawab apa 
yang ditanyakan guru 
tentang keadaanya serta 
menjawab panggilan absen 
guru dengan jawaban hai 
orimasu. 
5 
Pretest Siswa diberikan Pretest guna 
mengetahui kemampuan sebelum 
diberikannya perlakuan. 
Siswa mengerjakan dengan 
tenang 
10 
Kegiatan awal : 
 
1. Pembagian nama kelompok 
dan anggotanya berdasarkan 
system kocok undian yang 
ditentukan guru. Setiap angota 
terdiri dari 4 siswa. 
Semua siswa mendengarkan 
dengan baik serta mencatat 
nama anggota kelompoknya 
masing-masing 
15 
Kegiatan Inti : 
Tahap Penelitian 
 
1. Guru memerintahkan siswa 
berkumpul dengan anggota 
kelompoknya masing-masing 
2. Setelah siswa berkumpul 
dengan anggota kelompoknya, 
guru memberikan lembar 
wacana kepada setiap siswa. 
Setiap kelompok diberi waktu 
10 menit untuk membahasnya. 
3. Setelah waktu selesai maka 
setiap kelompok berpencar 
dan bergabung dengan 
anggota kelompok lain, lalu 
membuat kelompok baru. 
4. Di kelompok yang baru siswa 
Serentak semua siswa 
mengikuti alur pembelajaran 
yang telah di susun.  
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saling bertanya, memberi 
saran, dan saling mengajarkan 
anggota kelompoknya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
5. Setelah waktu selesai siswa 
kembali ke anggotanya 
masing-masing untuk saling 
berbagi informasi dengan 
teman anggotanya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
6. Siswa diberi waktu untuk 
menjawab pertanyaan yang 
terdapat dalam teks wacana. 
7. Selanjudnya siswa ditunjuk 
secara bebas untuk menjawab 
tiap butir soal yang terdapat di 
dalam wacana. 
Memberikan PR 
 
Guru memberikan pekerjaan 
rumah huruf katakana serta 
mengejarkan langkan penulisanya. 
Siswa mencatatnya di buku 
catatan 
5 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
- Instrumen Observasi (Terlampir) 
 
Mengetahui        Jakarta,  2015 
Kepala Sekolah SMA Negeri 75 Jakarta        Guru Mata Pelajaran 
 
 
Drs. Edi Suhendro Spd       Marta Nurullita 
 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
Nama Sekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  : Watashi no Kazoku (Sakura 1, 2009:65) 
Judul Wacana  : Watashi no Kazoku (Sakura 1, 2009:79) 
Kelas / Semester  : (Eksperimen) XII MIA 2 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 2 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
 
 
 
 
 B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi materi dalam wacana 
1.4.Mampu bekerja sama dengan anggota kelompok guna menyelesaikan pertanyaan 
yang terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan tema pembelajaran. 
C. TujuanPembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menceritakan 
kembali isi wacana sesuai dengan tema yang disediakan. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 2 
 Tema Pembelajaran : Watashi no Kazoku 
 Judul Wacana  : Watashi no Kazoku 
 Isi Materi  :Tanjyoubi, Kyoudai, Ryoushin, Nan Sai, Shigoto, 
Donna Hito. 
2. Penjelasan Materi :  
1. Teks 2 
Menjelaskan tentang sebuah keluarga yang terdiri dari 5 orang anggota keluarga. 
Dibubuhi dengan materi tentang anggota keluarga, umur, pekerjaan dll. 
E. MetodePembelajaran 
Metode pembelajaran yang digunakan adalah Student oriented yaitu memberikan 
kesempatan pada siswa untuk lebih aktif dalam pembelajaran dan guru hanya sebagai 
fasilitator. Dengan menggunakan model pembelajaran kooperatif tipe Jigsaw. 
 
 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi 
G. Kegiatan Pembelajaran 
 
Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
(Menit) 
Pendahuluan 
 
Salam dan menanyakan keadaan 
secara keseluruhan kepada siswa, 
setelah itu mengabsen siswa. 
Serentak menjawab apa 
yang ditanyakan guru 
tentang keadaanya serta 
menjawab panggilan absen 
guru dengan jawaban hai 
orimasu. 
10 
Kegiatan Inti : 
Tahap Penelitian 
 
1. Guru memerintahkan siswa 
berkumpul dengan anggota 
kelompoknya masing-masing 
2. Setelah siswa berkumpul 
dengan anggota kelompoknya, 
guru memberikan lembar 
wacana kepada setiap siswa.  
Setiap kelompok diberi waktu 
10 menit untuk membahasnya. 
3. Setelah waktu selesai maka 
setiap kelompok berpencar 
dan bergabung dengan 
anggota kelompok lain yang 
mempunyai wacana yang 
sama. Lalu membuat 
kelompok baru. 
4. Di kelompok yang baru siswa 
saling bertanya, memberi 
saran, dan saling mengajarkan 
anggota kelompoknya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
Serentak semua siswa 
mengikuti alur pembelajaran 
yang telah di susun.  
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5. Setelah waktu selesai siswa 
kembali ke anggotanya 
masing-masing untuk saling 
berbagi informasi dengan 
teman anggotanya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
6. Siswa diberi waktu untuk 
menjawab pertanyaan yang 
terdapat dalam teks wacana. 
7. Selanjudnya siswa ditunjuk 
secara bebas untuk menjawab 
tiap butir soal yang terdapat di 
dalam wacana. 
Memberikan PR 
 
Guru memberikan pekerjaan 
rumah huruf katakana serta 
mengejarkan langkah penulisanya. 
Siswa mencatatnya di buku 
catatan 
5 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
- Instrumen Observasi (Terlampir) 
Mengetahui        Jakarta,  2015 
Kepala Sekolah SMA Negeri 75 Jakarta        Guru Mata Pelajaran 
 
 
Drs. Edi Suhendro Spd       Marta Nurullita 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
Nama Sekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  :Dinna Machi Donna Tokoro (Sakura 2, 2009:75) 
Judul Wacana  : Tegami (Sakura 2, 2009:78) 
Kelas / Semester  : (Eksperimen) XII MIA 2 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 3 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
 
 
 
 
 B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi materi dalam wacana 
1.4.Mampu bekerja sama dengan anggota kelompok guna menyelesaikan pertanyaan 
yang terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan tema pembelajaran. 
C. TujuanPembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menceritakan 
kembali isi wacana sesuai dengan tema yang disediakan. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 3 
 Tema Pembelajaran : Donna Machi, Donna Tokoro. 
 Judul Wacana  : Tegami 
 Isi Materi  : Nihon no machi, Jikan, Kara-made, kuuki. 
2. Materi Pokok :  
1. Teks 3 
Membahas tentang surat yang ditujukan kepada sahabat penanya yang ada di 
Jakarta. Ia menceritakan tentang jepang dsb, karena bulan depan sahabat penanya 
akan berkunjung ke jepang. 
E. MetodePembelajaran 
Metode pembelajaran yang digunakan adalah Student oriented yaitu memberikan 
kesempatan pada siswa untuk lebih aktif dalam pembelajaran dan guru hanya sebagai 
fasilitator. Dengan menggunakan model pembelajaran kooperatif tipe Jigsaw. 
 
 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi 
G. Kegiatan Pembelajaran 
 
Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
(Menit) 
Pendahuluan 
 
Salam dan menanyakan keadaan 
secara keseluruhan kepada siswa, 
setelah itu mengabsen siswa. 
Serentak menjawab apa 
yang ditanyakan guru 
tentang keadaanya serta 
menjawab panggilan absen 
guru dengan jawaban hai 
orimasu. 
10 
Kegiatan Inti : 
Tahap Penelitian 
 
1. Guru memerintahkan siswa 
berkumpul dengan anggota 
kelompoknya masing-masing 
2. Setelah siswa berkumpul 
dengan anggota kelompoknya, 
guru memberikan lembar 
wacana kepada setiap siswa. 
Setiap kelompok diberi waktu 
10 menit untuk membahasnya. 
3. Setelah waktu selesai maka 
setiap kelompok berpencar 
dan bergabung dengan 
anggota kelompok lain yang 
mempunyai wacana yang 
sama. Lalu membuat 
kelompok baru. 
4. Di kelompok yang baru siswa 
saling bertanya, memberi 
saran, dan saling mengajarkan 
anggota kelompoknya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
Serentak semua siswa 
mengikuti alur pembelajaran 
yang telah di susun.  
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5. Setelah waktu selesai siswa 
kembali ke anggotanya 
masing-masing untuk saling 
berbagi informasi dengan 
teman anggotanya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
6. Selanjudnya siswa menunjuk 
perwakilan dari setiap anggota 
kelompok untuk menjelaskan 
isi kandungan dari setiap 
wacana. 
Memberikan PR 
 
Guru memberikan pekerjaan 
rumah huruf katakana serta 
mengejarkan langkan penulisanya. 
Siswa mencatatnya di buku 
catatan 
5 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
- Instrumen Observasi (Terlampir) 
Mengetahui        Jakarta,  2015 
Kepala Sekolah SMA Negeri 75 Jakarta        Guru Mata Pelajaran 
 
 
Drs. Edi Suhendro Spd       Marta Nurullita 
 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
Nama Sekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  : Watashi no Ichi Nichi (Sakura 2, 2009:46) 
Judul Wacana  : Mira San no Mainichi (Minna Nihongo, 1998:53, 63) 
Kelas / Semester  : (Eksperimen) XII MIA 2 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 4 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi dalam wacana 
1.4.Mampu bekerja sama dengan anggota kelompok, guna menyelesaikan pertanyaan 
yang terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan tema pembelajaran. 
C. TujuanPembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menceritakan 
kembali isi wacana sesuai dengan tema yang disediakan. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 4 
 Tema Pembelajaran : Watashi no Ichi Nichi 
 Judul Wacana  : Mira san no Mainichi. 
 Isi Materi  : nan ji kara nan ji made, ichi niche chuu, nan de gakko 
e ikimasuka, asagohan, nan ji ni okimasuka, asa nani o shimasuka. 
2. Penjelasan Materi :  
1. Teks 4 
Membahas mengenai kegiatan keseharian mr.miller. 
E. MetodePembelajaran 
Metode pembelajaran yang digunakan adalah Student oriented yaitu memberikan 
kesempatan pada siswa untuk lebih aktif dalam pembelajaran wacana dan guru hanya 
sebagai fasilitator. Dengan menggunakan model pembelajaran kooperatif tipe Jigsaw. 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi  
2. Lembar Posttest (soal) 
 
 
 
G. Kegiatan Pembelajaran 
 
Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
(Menit) 
Pendahuluan 
 
Salam dan menanyakan keadaan 
secara keseluruhan kepada siswa,  
setelah itu mengabsen siswa 
Serentak menjawab apa 
yang ditanyakan guru 
tentang keadaanya serta 
menjawab panggilan absen 
guru dengan jawaban hai 
orimasu. 
10 
Kegiatan Inti : 
Tahap Penelitian 
 
1. Guru memerintahkan siswa 
berkumpul dengan anggota 
kelompoknya masing-masing 
2. Setelah siswa berkumpul 
dengan anggota kelompoknya, 
guru memberikan lembar 
wacana kepada setiap siswa. 
Setiap kelompok diberi waktu 
10 menit untuk membahasnya. 
3. Setelah waktu selesai maka 
setiap kelompok berpencar 
dan bergabung dengan 
anggota kelompok lain yang 
mempunyai wacana yang 
sama. Lalu membuat 
kelompok baru. 
4. Di kelompok yang baru siswa 
saling bertanya, memberi 
saran, dan saling mengajarkan 
anggota kelompoknya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
5. Setelah waktu selesai siswa 
kembali ke anggotanya 
Serentak semua siswa 
mengikuti alur pembelajaran 
yang telah di susun.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
60 
masing-masing untuk saling 
berbagi informasi dengan 
teman anggotanya. Waktu 
yang diberikan 15 menit. 
6. Siswa diberi waktu untuk 
menjawab pertanyaan yang 
terdapat dalam teks wacana. 
7. Selanjudnya siswa ditunjuk 
secara bebas untuk menjawab 
tiap butir soal yang terdapat di 
dalam wacana. 
Tugas  1. Guru membagikan lembar soal 
posttest. 
2. Guru membagikan lembar 
angket 
Siswa mengerjakan dengan 
tenang. 
15 
Memberikan PR 
 
Guru memberikan pekerjaan 
rumah huruf katakana serta 
mengejarkan langkan penulisanya. 
Siswa mencatatnya di buku 
catatan 
5 
 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
Instrumen Observasi (Terlampir)  
b. Jenis penilaian kompetensi tugas akhir menyangkut pemahaman per individu. 
- Instrument Test (Terlampir) 
c. Jenis penilaian pendapat siswa per individu. 
- Instrument Angket (Terlampir) 
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 Drs. Edi Suhendro Spd       Marta Nurullita 
 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
NamaSekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  : Donna Fuku o Kite Imasuka (Sakura 1, 2009 :85) 
Judul Wacana  : Watashi wa Dare desuka (Minna No Nihongo, 1998:129) 
Kelas / Semester  : (Kontrol) XII MIA 3 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 1 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi materi yang tertera dalam wacana. 
1.4.Mampu bekerja sama dalam kelompok guna menyelesaikan pertanyaan yang 
terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan materi tentang “watto san”. 
C. TujuanPembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menceritakan 
kembali isi wacana sesuai dengan tema yang disediakan. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 1  
 Tema Pembelajaran : Donna Fuku o Kite Imasuka ? 
 Judul Wacana  : Watashi wa dare desuka ? 
 Isi Materi  : Iro, Donna Hito, Nichi. 
2. Penjelasan Materi :  
1. Teks 1 
Membahas mengenai menebak siapakah tokoh di dalam wacana (sinterclas). 
E. Metode Pembelajaran 
Pendekatan Ilmiah  (Scientific Based) 
1. Kegiatan Pembelajaran : Mengamati, Menanya, Mencoba, Membandingkan, 
dan Mengkomunikasikan. 
2. Metode Pembelajaran : Discovery Learning 
3. Model pembelajaran  : Drill. 
 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi 
2. Lembar Pretest 
 
 
G. Kegiatan Pembelajaran 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
- Instrumen Observasi (Terlampir) 
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Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
 
Pendahuluan 
Apersepsi : 
1. Pengantar menuju materi. 
2. Guru mengabsen siswa. 
Siswa siap untuk belajar  
 
10 Menit 
Kegiatan Inti : 
 
 
Mencoba 
 
1. Guru membagikan 
Lembar soal Pretest. 
2. Guru menanyakan 
kembali pelajaran yang 
sebelumnya telah 
dipelajari. 
3. Guru membagikan lembar 
wacana Bahasa Jepang  
1. Siswa mengerjakan 
dengan tenang. 
2. Siswa bercerita tentang 
pelajaran yang 
diingatnya. 
3. Siswa Mengamati lembar 
kerja tsb. 
 
 
10 Menit 
 
 
Mengamati 
 
Guru memberikan instruksi 
kepada siswa agar 
memperhatikan lembar 
wacana yang telah dibagikan 
dan memulai untuk mencoba 
menganalisanya. 
Siswa mengamati dan 
mencoba untuk 
menganalisanya. 
 
5 menit 
 
Menganalisa  
 
&  
 
Mencoba 
1. Guru mengajak siswa 
untuk membahas bersama 
teks Bahasa Jepang yang 
terdapat pada lembar 
wacana. 
 
2. Siswa menjawab soal 
yang terdapat pada 
lembar wacana. 
1. Siswa mencoba 
menjawab setiap baris 
artian dari lembar 
wacana. 
 
 
2. Siswa menjawab dengan 
tenang. 
25 menit 
Mengkomunikasi 
 
 
Guru menunjuk secara acak 
siswa, lalu siswa menjawab 
apa yang ditanyakan guru 
berdasarkan wacana. 
Siswa mengangkat tangan 
untuk mengajukan diri. 
 
 
15 menit 
 
 
PR Guru memberikan tugas 
pekerjaan rumah berupa 
tulisan katakana. 
siswa mencatat di buku tulis 5 Menit 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
NamaSekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  : Watashi no Kazoku (Sakura 1, 2009:65) 
Judul Wacana  : Watashi no Kazoku (Sakura 1, 2009:79) 
Kelas / Semester  : (Kontrol) XII MIA 3 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 2 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi materi yang tertera dalam wacana. 
1.4.Mampu bekerja sama dalam kelompok guna menyelesaikan pertanyaan yang 
terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan materi tentang “watto san”. 
C. TujuanPembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menceritakan 
kembali isi wacana sesuai dengan tema yang disediakan. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 2 
 Tema Pembelajaran : Keberadaan objek 
 Judul Wacana  : Doko ka ichiban ii desuka. 
 Isi Materi  :Tanjyoubi, Kyoudai, Ryoushin, Nan Sai, Shigoto, 
Donna Hito. 
2. Penjelasan Materi :  
1. Teks 2 
Menjelaskan tentang sebuah keluarga yang terdiri dari 5 orang anggota keluarga. 
Dibubuhi dengan materi tentang anggota keluarga, umur, pekerjaan dll. 
E. Metode Pembelajaran 
Pendekatan Ilmiah  (Scientific Based) 
1. Kegiatan Pembelajaran : Mengamati, Menanya, Mencoba, Membandingkan, 
dan Mengkomunikasikan. 
2. Metode Pembelajaran : Discovery Learning 
3. Medel Pembelajaran  : Drill. 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi 
 
 
G. Kegiatan Pembelajaran 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
- Instrumen Observasi (Terlampir) 
 
Mengetahui        Jakarta,  2015 
Kepala Sekolah SMA Negeri 75 Jakarta        Guru Mata Pelajaran 
 
 
Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
 
Pendahuluan 
 
Apersepsi : 
1. Pengantar menuju materi. 
2. Guru mengabsen siswa. 
Siswa siap untuk belajar  
 
10 Menit 
Kegiatan Inti : 
 
Mencoba 
 
1. Guru menanyakan 
kembali pelajaran yang 
sebelumnya telah 
dipelajari. 
2. Guru membagikan lembar 
wacana Bahasa Jepang  
 
1. Siswa bercerita tentang 
pelajaran yang masih 
diingatnya. 
2. Siswa Mengamati lembar 
kerja tsb. 
 
 
 
10 Menit 
Mengamati 
 
Guru memberikan instruksi 
kepada siswa agar 
memperhatikan lembar 
wacana yang telah dibagikan 
dan memulai untuk mencoba 
menganalisanya. 
Siswa mengamati dan 
mencoba untuk 
menganalisanya. 
 
5 menit 
 
Menganalisa  
 
&  
 
Mencoba 
1. Guru mengajak siswa 
untuk membahas bersama 
teks Bahasa Jepang yang 
terdapat pada lembar 
wacana. 
2. Siswa menjawab soal 
yang terdapat pada 
lembar wacana. 
1. Siswa mencoba 
menjawab setiap baris 
artian dari lembar 
wacana. 
2. Siswa menjawab dengan 
tenang. 
25 menit 
 
Mengkomunikasi 
 
 
Guru menunjuk secara acak 
siswa, lalu siswa menjawab 
apa yang ditanyakan guru 
berdasarkan wacana. 
Siswa mengangkat tangan 
untuk mengajukan diri. 
 
 
15 menit 
 
 
PR Guru memberikan tugas 
pekerjaan rumah berupa 
tulisan katakana. 
Siswa mencatat di buku tulis 5 Menit 
Drs. Edi Suhendro. SPd       Marta Nurullita 
 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
Nama Sekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  : Donna Machi, Donna Tokoro (Sakura 2, 2009:75) 
Judul Wacana  : Tegami (Sakura 2, 2009:78) 
Kelas / Semester  : (Kontrol) XII MIA 3 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 3 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi materi yang tertera dalam wacana. 
1.4.Mampu bekerja sama dalam kelompok guna menyelesaikan pertanyaan yang 
terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan materi tentang “watto san”. 
C. TujuanPembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menceritakan 
kembali isi wacana sesuai dengan tema yang disediakan. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 3 
 Tema Pembelajaran : Donna Machi Donna Tokoro 
 Judul Wacana  : Tegami 
 Isi Materi  : Nihon no machi, Jikan, Kara-made, kuuki. 
2. Penjelasan Materi :  
1. Teks 3 
Membahas tentang surat yang ditujukan kepada sahabat penanya yang ada di 
Jakarta. Ia menceritakan tentang jepang dsb, karena bulan depan sahabat penanya 
akan berkunjung ke jepang. 
E. Metode Pembelajaran 
Pendekatan Ilmiah  (Scientific Based) 
1. Kegiatan Pembelajaran : Mengamati, Menanya, Mencoba, Membandingkan, 
Mengkomunikasikan. 
2. Metode pembelajaran : Discovery Learning 
3. Model pembelajaran  : Drill. 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi 
 
 
G. Kegiatan Pembelajaran 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
- Instrumen Observasi (Terlampir) 
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Drs. Edi Suhendro. SPd       Marta Nurullita 
Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
 
Pendahuluan 
 
Apersepsi : 
1. Pengantar menuju materi. 
2. Guru mengabsen siswa. 
Siswa siap untuk belajar  
 
10 Menit 
Kegiatan Inti : 
 
 
Mencoba 
 
1. Guru menanyakan 
kembali pelajaran yang 
sebelumnya telah 
dipelajari. 
2. Guru membagikan lembar 
wacana Bahasa Jepang. 
1. Siswa bercerita tentang 
pelajaran yang masih 
diingatnya. 
 
2. Siswa Mengamati lembar 
kerja tsb. 
 
 
 
10 Menit 
Mengamati 
 
Guru memberikan instruksi 
kepada siswa agar 
memperhatikan lembar 
wacana yang telah dibagikan 
dan memulai untuk mencoba 
menganalisanya. 
Siswa mengamati dan 
mencoba untuk 
menganalisanya. 
 
5 menit 
 
Menganalisa 
  
&  
 
Mencoba 
Guru mengajak siswa untuk 
membahas bersama teks 
Bahasa Jepang yang terdapat 
pada lembar wacana. 
 
 
Siswa mencoba menjawab 
setiap baris artian dari lembar 
wacana. 
25 menit 
Mengkomunikasi 
 
 
Guru menunjuk secara acak 
siswa, lalu siswa menjawab 
apa yang ditanyakan guru 
berdasarkan wacana. 
Siswa mengangkat tangan 
untuk mengajukan diri. 
 
 
15 menit 
 
 
PR Guru memberikan tugas 
pekerjaan rumah berupa 
tulisan katakana. 
siswa mencatat di buku tulis 5 Menit 
RENCANA PELAKSANAAN PEMBELAJARAN 
NamaSekolah  : SMA Negeri 75 Jakarta 
Mata Pelajaran  : Bahasa Jepang 
Tema Pembelajaran  : Watashi no Ichi Nichi (Sakura 2, 2009:46) 
Judul Wacana  : Mira San no Mainichi (Minna no Nihongo, 1998:53, 63) 
Kelas / Semester  : (Kontrol) XII MIA 3 
Alokasi Waktu  : 2 x 45 Menit 
Pertemuan Ke  : 4 
 
A. Kompetensi Inti 
KI 1 : Menghayati dan mengamalkan ajaran agama yang dianutnya. 
KI 2 : Mengembangkan perilak jujur, disiplin, tanggung jawab, peduli, santun, 
ramah lingkungan, gotong-royong, kerja sama, cinta damai, responsif dan pro-
aktif dan menunjukan sikap sebagai bagian dari solusi atas berbagai 
permasalahan bangsa dalam berinteraksi secara efektif dengan lingkungan 
sosial dan alam serta dalam menempatkan diri sebagai cerminan bangsa dalam 
pergaulan dunia. 
KI 3 : Memahami dan menerapkan pengetahuan faktual, konseptual, prosedural 
dalam ilmu pengetahuan, teknologi, seni, budaya, dan humaniora dengan 
wawasan kemanusiaan,  kebangsaan, kenegaraan, dan peradaban terkait 
fenomena dan kejadian, serta menerapkan pengetahuan prosedural pada 
bidang kajian yang spesifik sesuai dengan bakat dan minatnya untuk 
memecahkan masalah. 
KI 4 : Mengolah,  menalar, dan menyaji dalam ranah konkret dan ranah abstrak 
terkait dengan pengembangan dari yang dipelajarinya di sekolah secara 
mandiri, dan mampu menggunakan metode sesuai kaidah keilmuan. 
B. Kompetensi Dasar dan Indikator 
1. Kompetensi Dasar 
1.1.Mensyukuri kesempatan dapat mempelajari bahasa Jepang sebagai bahasa 
pengantar komunikasi internasional yang diwujudkan dalam semangat belajar. 
1.2.Menunjukan perilaku jujur, disiplin, percaya diri, dan bertanggung jawab dalam 
melaksanakan komunikasi transaksional dengan guru dan teman. 
1.3.Mampu memahami isi materi yang tertera dalam wacana. 
1.4.Mampu bekerja sama dalam kelompok guna menyelesaikan pertanyaan yang 
terdapat dalam wacana. 
2. Indikator 
2.1.Mampu memahami isi teks wacana dengan cara menjawab pertanyaan yang 
berhubungan dengan materi tentang “watto san”. 
C. TujuanPembelajaran 
Siswa memahami isi wacana dengan kegiatan kerja sama, serta dapat menceritakan 
kembali isi wacana sesuai dengan tema yang disediakan. 
D. Materi Pembelajaran 
1. Materi inti :  
a. Teks 4 
 Tema Pembelajaran : Watashi no Ichi Nichi 
 Judul Pembelajaran : Mira San no Mainichi. 
 Isi Materi  : nan ji kara nan ji made, ichi niche chuu, nan de gakko 
e ikimasuka, asagohan, nan ji ni okimasuka, asa nani o shimasuka. 
2. Penjelasan Materi :  
1. Teks 4 
Membahas mengenai kegiatan keseharian mr.miller.  
E. Metode Pembelajaran 
Pendekatan Ilmiah  (Scientific Based) 
1. Kegiatan Pembelajaran : Mengamati, Menanya, Mencoba, Membandingkan, 
dan Mengkomunikasikan. 
2. Metode Pembelajaran : Discovery Learning 
3. Model Pembelajaran  : Drill. 
F. Media/Sumber Belajar 
1. Lembar Wacana Materi 
2. Lembar Posttest 
 
 
G. Kegiatan Pembelajaran 
H. Penilaian 
a. Jenis penilaian kompetensi sikap dalam kegiatan di masing-masing kelompok 
- Instrumen Observasi (Terlampir) 
Mengetahui        Jakarta,  2015 
Kepala Sekolah SMA Negeri 75 Jakarta        Guru Mata Pelajaran 
Drs. Edi Suhendro. SPd       Marta Nurullita 
Tahapan 
Pembelajaran 
Kegiatan Guru Kegiatan Siswa Waktu 
 
Pendahuluan 
 
Apersepsi : 
1. Pengantar menuju materi. 
2. Guru mengabsen siswa. 
Siswa siap untuk belajar  
 
10 Menit 
Kegiatan Inti : 
 
 
Mencoba 
 
1. Guru menanyakan 
kembali pelajaran yang 
sebelumnya telah 
dipelajari. 
2. Guru membagikan lembar 
wacana Bahasa Jepang  
1. Siswa bercerita tentang 
pelajaran yang masih 
diingatnya. 
 
2. Siswa Mengamati lembar 
kerja tsb. 
 
 
 
10 Menit 
 
 
Mengamati 
Guru memberikan instruksi 
kepada siswa agar 
memperhatikan lembar 
wacana yang telah dibagikan 
dan memulai untuk mencoba 
menganalisanya. 
Siswa mengamati dan 
mencoba untuk 
menganalisanya. 
 
5 menit 
 
Menganalisa  
 
&  
 
Mencoba 
Guru mengajak siswa untuk 
membahas bersama teks 
Bahasa Jepang yang terdapat 
pada lembar wacana. 
 
Siswa mencoba menjawab 
setiap baris artian dari lembar 
wacana. 
25 menit 
 
Mengkomunikasi 
 
 
Guru menunjuk secara acak 
siswa, lalu siswa menjawab 
apa yang ditanyakan guru 
berdasarkan wacana. 
Siswa mengangkat tangan 
untuk mengajukan diri. 
 
 
15 menit 
 
 
Tugas  
1. Guru memberikan lembar 
soal posttest. 
2. Guru memberikan lembar 
angket 
Siswa mengerjakan dengan 
tenang. 
15 Menit 
 
PR 
Guru memberikan tugas 
pekerjaan rumah berupa 
tulisan katakana. 
siswa mencatat di buku tulis 5 Menit 
DOKUMENTASI PENELITIAN 
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